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1307

全
ト
ڠ
が
標
準
的
運
賃
資
料
を
更
新

東
京
都
、設
備

資
ۓ
急
支
ԉ
事
業

東
ト
ڠ
、ద
ਖ਼
化
事
業
指
導
ҕ
һ
会

東
ト
ڠ
、フ
ェ
ス
タ
Ｗ
̜
で
最
終
ใ
告

関
運
ہ
、自
動
車
運
転
ऀ
表
জ
式

２３４５6

東
ト
ڠ
フ

ェ
ス
タ
実
行

ϓ
ロ
δ
ェ
ク

ト（
リ
ー
ダ

ー
・

本
勝


෭
会
長
）

は
10
月
1ÿ

日
、「
ト
ラ
ッ

ク
フ
ェ
ス
タ

̩
̤
̠
̮
̤

２
０
２
４
」

で
ू
ま
っ
た
د
ෟ
金

10
ສ
円
を
、
石
川
県

ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会（
ٱ

҆
ৗ
信
会
長
）に
د

ଃ
し
た
。

ଃ
呈
は
同
日
、
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

青
年
部
会
が
金

市

の
石
川
県
立
Ի
楽
ಊ

名
代
と
し
て
東
ト
ڠ
青
年
部

の
ࠤ
౻
จ
平
本
部
長
が
、
石

川
県
ト
ڠ
青
年
部
会
の
東
࡚

ਅ

部
会
長
に
目

を
手


し
た
。
ଃ
呈
に
は
、
フ
ェ
ス

タ
実
行
ϓ
ロ
δ
ェ
ク
ト
ϫ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
ϓ
の
出
ౡ
康

༎
メ
ン
バ
ー（
全
ト
ڠ
青
年

部
会
会
長
）が
立
ち
会
っ
た
。

フ
ェ
ス
タ
で
は
、
石
川
県

ト
ڠ
青
年
部
会
һ
の
山
本
֎

ࢤ
உ
）ࢯ
み
な
と
ࠝ
แ
運
送
）

の
ڠ
力
の
も

と
、ứ
石
川
・

能
ొ
෮
興
支

ԉ
ブ
ー
ス
Ừ

を
出
展
し
、

ඃ
ࡂ
し
た
石

川
県
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事

業
ऀ
へ
の
ื

金
׆
動
を
実

施
し
、
来
場

ऀ
か
ら
多
く
の
善
ҙ
が
د
せ

ら
れ
て
い
た
。

ࠤ
౻
本
部
長
は
、
フ
ェ
ス

タ
実
行
ϓ
ロ
δ
ェ
ク
ト
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
δ
と
し
て
、「
本

年
１
月
１
日
に
発
生
し
ਙ
大

な
ඃ
害
を
も
た
ら
し
た
能
ొ

半
ౡ
地

を
受
け
、
フ
ェ
ス

タ
で
は
サ
ブ
テ
ー
マ
をứ
ࡂ

害
支
ԉ
Ừ
と
ఆ
め
、
そ
の
一


と
し
て
、
石
川
県
能
ొ
を

は
じ
め
と
す
る
ඃ
ࡂ
さ
れ
た

地
域
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

ऀ
の
方
へ
の
支
ԉ
を
目
的
と

し
た
」と
説
明
。

「
ະ
િ
有
の
ࡂ
害
を
受
け

て
、
そ
こ
か
ら
続
く
荒
れ
地

か
ら
の
建
て

し
は
ۤ
難
の

連
続
か
と
ਪ

さ
れ
る
。
ࢲ

た
ち
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ

会
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
ք

を
と
も
に
支
え
る

間
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
手
を
取
り

合
っ
て
い
け
れ
ば
と
ߟ
え
て

い
る
。
改
め
て
、
ະ
િ
有
の

ࡂ
害
で
ඃ
害
を
受
け
ら
れ
た

օ
様
に
৺
か
ら
お
見

い
を

ਃ
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ਙ

大
な
ඃ
害
で
何
か
と
大
変
な

中
、
一
日
も
早
く
෮
興
さ
れ

る
よ
う
ف
೦
し
、
フ
ェ
ス
タ

に
て
ू
ま
っ
た
ื
金
を
石
川

県
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会ứ
能
ొ
半

ౡ
地

ࡂ
害
見

金
Ừ
へ
د

ෟ
し
、
ඃ
ࡂ
さ
れ
た
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
ऀ
の
օ
様
へ
ಧ

け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
ड़

べ
た
。

11月７日（木） 午前11時～午後１時
帝国ホテル東京「孔雀の間」

　多摩ホールディングスは、７月６日に逝去
した故・星野良三代表取締役会長（元東
京都トラック協会会長・前全日本トラック協
会会長）の「お別れの会」を、11月７日午前
11時～午後１時、帝国ホテル東京「孔雀
の間」で執り行う。
　問い合わせ先は、多摩ホールディング
ス総務経理部 神田・中川（☎042-526-
9901）

で
開
࠵
し
た
北

信
越
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
ݚ
म
会
で
行
わ
れ

た
も
の
。

本
リ
ー
ダ
ー
の

東
ト
ڠ
物
流
政
策
ҕ
һ
会

（
ࡾ
ଜ
Ғ
一

ҕ
һ
長
）の

運
賃
・
料
金
ద
ਖ਼
化
ݕ
౼

小
ҕ
һ
会（
下
川
ޛ
ҕ
һ
長
）

は
10
月
1ÿ
日
、
東
ト
૯
合
会

館
で
ୈ
１
回
小
ҕ
һ
会
を
開

࠵
し
、「
標
準
的
な
運
賃
」ಧ

出
様
式
の
記
入
パ
タ
ー
ン
の

࡞
成
に
つ
い
て
説
明
す
る
と

と
も
に
、「
標
準
的
な
運
賃
」

ಧ
出

の
各
支
部
の
進

の

確
認
、
支
部
に
よ
る
ಧ
出
ଅ

進
の
方
๏
に
つ
い
て
、৹
議・

ྃ
ঝ
し
た
。

小
ҕ
һ
会
で
は
、
ಧ
出


を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
支
部

で
支
部
長
・
事
務
長
な
ど
が

中
৺
と
な
り
、
ະ
ಧ
出
事
業

ऀ
に


झ
ࢫ
を
説
明
・
ཧ

解
を
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、

会
社
名
な
ど
最
低
ݶ
の
必
要

事
߲
を
記
入
し
た
ಧ
出
様
式

と
数

を
す
べ
て
記
入
し
た

運
賃
料
金
ద
用
方
を
、
ま
と

め
て
東
京
運
༌
支
ہ
に
ఏ
出

す
る
対
応
策
を
実
行
す
る
。

行
動
に
当
た
っ
て
は
、
本

部
で
ま
と
め
た
東
運
支
ہ
の

開
示
σ
ー
タ
に
よ
る
ະ
ಧ
出

事
業
ऀ
の
リ
ス
ト
に
ج
ͮ

き
、
ま
ず
、
ಧ
出
の
必
要
ੑ

を
説
明
し
、
ະ
ಧ
出
の
事
業

ऀ
に
対
し
て
ݸ
ผ
に
ಧ
出
を

ଅ
す
。
各
支
部
に
は
、
ಧ
出

の
進

状
況
の
ใ
告
を
求

め
、
進

状
況
に
よ
っ
て
追

加
の
対
応
策
を
ݕ
౼
す
る
。

小
ҕ
һ
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
取
り

み
で
会
һ
の
ಧ

出

が
向
上
し
な
か
っ
た
原

Ҽ
と
し
て
、「
ಧ
出
を
し
て

も
標
準
的
な
運
賃
を
ऩ
受
で

き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ಧ
出

を
す
る
ҙ
味
が
な
い
」
と
ߟ

え
る
事
業
ऀ
が
多
い
と
分

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会（
水

ޭ
会
長
）

は
、
低

す
る
会
һ
事
業
ऀ
の「
標
準
的
な

運
賃
」
の
ಧ
出

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
ڠ

会
と
し
て
の
方
向
ੑ
を
初
め
て
物
流
政
策
ҕ

һ
会
に
設
置
し
た
運
賃
・
料
金
ద
ਖ਼
化
ݕ
౼

小
ҕ
һ
会
で
策
ఆ
し
た
。ಧ
出

向
上
に
は
、

支
部
の
ڠ
力
が
ઈ
対
に
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
۩
体
策
と
し
て
、各
支
部
か
ら


ະ
ಧ

出
事
業
ऀ
に
対
し
て
、標
準
的
な
運
賃
ಧ
出

の
必
要
ੑ
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、小
ҕ
һ

会
࡞
成
の
ಧ
出
書
と
運
賃
料
金
ద
用
方
を
ఏ

示
し
、
必
要
事
߲
を
記
入
の
上
、
支
部
で
東

京
運
༌
支
ہ
に
ఏ
出
す
る


み
を
࡞
成
し

た
。
10
月
2ÿ
日
に
支
部
長
・
事
務
長
合
同
会

議
を
急
ᬎ
開
࠵
し
、方
針
や
۩
体
的
な
対
応

に
つ
い
て
ৄ
ࡉ
に
説
明
し
、先
に
ܾ
ఆ
し
た

会
һ
事
業
ऀ
の
ಧ
出

95
ˋ
の
目
標
を
目
指

す
。

ੳ
。
６
月
１
日
か
ら
改
ਖ਼
標

準
՟
物
自
動
車
運
送


の

施
行
に
伴
い
、
ళ
಄
ܝ
示
や


ェ
ブ
で
ެ
開
す
る
標
準
՟

物
自
動
車
運
送


の
更
新

が
必
要
で
、
国
の

査
対


と
な
る
。
当
然
、
運
賃
表
も

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
あ
ま
り
に

古
い
も
の
に
つ
い
て
は
指
ఠ

さ
れ
る
可
能
ੑ
が
あ
る
。

小
ҕ
һ
会
࡞
成
の
ಧ
出
書

と
運
賃
料
金
ద
用
方
で
ಧ
出

を
し
て
、
ڠ
会
が
ఏ
ڙ
す
る

運
賃
表
を
使
え
ば
整
合
ੑ
が

保
た
れ
、
国
の

査
に
お
け

る
指
ఠ
の
対

に
な
ら
な
い

点
を
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
２
０
２
４
年

問
題
を
解
ܾ
す
る
た
め
、
ద

ਖ਼
な
運
賃
・
料
金
の
ऩ
受
に

東
ト
ڠ
๛
ౡ
・
࿅
അ
・
จ

京
支
部
は
10
月
22
日
、
๛
ౡ

۠
の
Ｉ
̠
Ｅ
・
̗
ｉ
͉
と
し

ま
࢈
業
ৼ
興
ϓ
ラ
β
で「
標

準
的
な
運
賃
支
部
合
同
ษ
強

会
」
を
開
࠵
し
、
３
支
部
合

わ
せ
て
22
人
が
参
加
し
た
。

ษ
強
会
は
東
ト
ڠ
が
実
行
す

る
標
準
的
な
運
賃
の
ಧ
出


向
上
策
と
し
て
展
開
し
て
い

る
も
の
。

開
࠵
に
あ
た
り
๛
ౡ
支
部

の
়
ו
ږ
支
部
長
が
あ
い
さ

つ
し
、「
２
０
２
４
年
問
題

へ
の
対
応
で
経
営

ڥ
が
厳

し
く
な
る
中
、
取
引
先
に
運

賃
を

上
げ
し
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
、
生
き
Ԇ
び
て
い
く

こ
と
は
で
き
な
い
。
ษ
強
会

に
参
加
の
օ
様
は
ܾ
ҙ
を
持

ち
、
本
日
標
準
的
な
運
賃
を

ಧ
出
し
、
営
業
に
使
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

ษ
強
会
で
は
ま
ず
、
山
㟒

ਖ਼
専
務
ཧ
事
が
標
準
的
な
運

賃
に
関
す
る
最
近
の
動
き
を

説
明
。
２
０
２
４
年
問
題
の

解
ܾ
に
向
け
て
、
ద
ਖ਼
な
運

賃
・
料
金
の
ऩ
受
に
向
か
っ

日
の
会
議
で
全
支
部
長
・
事

務
長
に
ڠ
会
の
方
向
ੑ
を
示

し
、
ڠ
力
を
求
め
る
と
ड़
べ

た
。
標
準
的
な
運
賃
は
ಧ
出

を
し
た
か
ら
も
ら
え
る
も
の

で
は
な
く
、
自
社
で
原
価
計

ࢉ
を
行
う
な
ど
、
荷
主
と
の

運
賃
ަ
ব
で
近
ͮ
け
て
い
く

も
の
。
荷
主
が
運
賃
ަ
ব
に

応
じ
て
く
れ
な
い
時
に
は
、

ެ
ਖ਼
取
引
ҕ
һ
会
や
ト
ラ
ッ

ク
̜
メ
ン
に

ใ
を
ఏ
ڙ
す

る
な
ど
、
国
を
挙
げ
た
バ
ッ

ク
ア
ッ
ϓ
を
い
か
し
、
こ
の

機
を
ಀ
が
す
こ
と
な
く
、
ಧ

出
、
運
賃
ަ
ব
の
実
施
を
ݺ

び
か
け
た
。

続
い
て
、
業
務
部
の
中
ཬ


೭
部
長
が
運
賃
・
料
金
ద

ਖ਼
化
ݕ
౼
小
ҕ
һ
会
で
ݕ
౼

し
た
標
準
的
な
運
賃
の
ಧ
出

様
式
と
運
賃
料
金
ద
用
方
に

つ
い
て
説
明
。
参
加
ऀ
は
、

ಧ
出
書
に
会
社
名
・
ॅ
所
・

電
話
൪
号
、
ద
用
の
開
始
日

な
ど
必
要
߲
目
を
記
入
す
る

と
と
も
に
、ద
用
す
る
地
域
、

ڑ

੍
運
賃・時
間
੍
運
賃
、

ಧ
出
済
運
賃
を
選

し
、
数


が
Ծ
入
力
さ
れ
た
ద
用
方

に
つ
い
て
ཧ
解
し
た
上
で
、

ಧ
出
書
ྨ
の
記
入
は
完
ྃ
と

な
っ
た
。
今
回
、
業
務
部
で

一
ׅ
し
て
東
京
運
༌
支
ہ
へ

ఏ
出
す
る
。

ま
た
、
告
示
に
ج
ͮ
く
標

準
的
な
運
賃
を
ಧ
出
し
て
い

な
い
事
業
ऀ
が
、
ఏ
ڙ
し
た

料
金
表
を
ܝ
示
し
て
も
整
合

ੑ
が
な
い
た
め
使
用
不
可
能

だ
が
、
小
ҕ
һ
会
࡞
成
の
ಧ

出
書
と
運
賃
料
金
ద
用
方
で

標
準
的
な
運
賃
を
ಧ
出
す
る

こ
と
で
、
料
金
表
と


は

׆
用
で
き
る
と
説
明
し
た
。

最
後
に
จ
京
支
部
の



ণ
康
支
部
長
が
あ
い
さ
つ

し
、「
東
京
の
ಧ
出

が
û6

൪
目
な
の
は
ྑ
い
状
況
と
は

言
え
な
い
。
こ
れ
ま
で
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
ऀ
と
し
て
要

し
、
そ

の
結
果
と
し
て
๏
੍
化
さ
れ

た
。
こ
の
੍
度
を
い
か
し
て

い
く
࢟

を
示
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ະ
ಧ
出
の

間

に
も

を
か
け
て
い
た
だ
き

た
い
」と
ड़
べ
た
。

向
け
て
๏
੍
度
化
す
る
な

ど
、
国
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
ϓ
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
千
ࡌ
一
۰

の
チ
ャ
ン
ス
で
、
こ
れ
を
ಀ

が
す
と
今
後
業
ք
へ
の
支
ԉ

が
ಘ
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
へ

の
ཧ
解
を
ଅ
進
す
る
と
と
も

に
、
日
本
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
ք
を
け
ん
引
す
る
東
京
の

事
業
ऀ
と
し
て
の

務
に
つ

い
て
、
ૌ
え
る
こ
と
も
必
要

と
し
た
。

ಧ
出

向
上
に
は
、
ま
ず

ະ
ಧ
出
事
業
ऀ
へ
の
ݸ
ผ
対

応
が
必
要
で
あ
り
、
10
月
2ÿ

日
に
支
部
長
・
事
務
長
合
同

会
議
を
開
࠵
し
、
ڠ
会
お
よ

び
小
ҕ
һ
会
と
し
て
の
方
針

や
対
応
方
๏
に
つ
い
て
説
明

し
、
ڠ
力
を
求
め
る
こ
と
と

し
た
。

て
い
る
が
、

東
京
の
標
準

的
な
運
賃
の

ಧ
出

は
全

国
で
下
か
ら

２
൪
目
と
大

変
厳
し
い
状

況
。
東
ト
ڠ

と
し
て
は
、

ಧ
出

向
上

策
を
ଧ
ち
出

し
た
こ
と
か

ら
、
10
月
2ÿ

ϑΣελ実ߦϓϩδΣΫτリーμー໊
ͷ౦τࠤڠ౻੨年෦ຊ෦ᶾͱग़ౡϝ
ンόー͕᷀ੴݝτڠͷ౦࡚੨年෦
会෦会ʹΛखしͨ

石川県ト協に『能登半島地震災害見舞金』を
災害支援の想いを届けるフ

ェ
ス
タ
実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
寄
附
金
贈
呈

故 星野良三 元会長「お別れの会」

東ト協 「標準的な運賃」

届
出
必
要
性
を
強
く
訴
え
る

未届出事業者へ直接指導
標
準
的
な
運
賃
合
同
勉
強
会東ト協 豊島・練馬・文京支部
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６
年
３
月
告
示
൛
）」と「
標

準
的
運
賃

計
ࢉ
シ
ー
ト
」、

「
自
社
原
価
に
よ
る
運
賃
表

࡞
成
計
ࢉ
シ
ー
ト
」
を
ܝ
ࡌ

し
た
。

パ
ン
フ
Ϩ
ッ
ト
は
、
全
ト

ڠ
・
国

ަ
通
ল
・
ް
生
࿑

ಇ
ল
が
ま
と
め
た
も
の
で
、

６
年
３
月
告
示
の「
標
準
的

運
賃
」
の
主
な
改
ਖ਼
点
を
中

৺
に
֓
要
な
ど
を
解
説
し
た

も
の
。
改
ਖ਼
で
は
、
荷
主


へ
の
ద
ਖ਼
な
転
嫁
、
多
重
下


構

の
ੋ
ਖ਼
な
ど
、
多
様

な
運
賃
・
料
金
設
ఆ
な
ど
の

ポ
イ
ン
ト
を


հ
し
て
い

る
。ま

た
、
標

準
的
運
賃
の

告
示
内
༰
と

し
て
、
各
運

༌
支
ہ
の

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は

10
月
1þ
日
、
都
道

県
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
を
通
じ
て
会
һ
事

業
ऀ
に
対
し
て
、
ް
生
࿑
ಇ

ল
࿑
ಇ
ج
準
ہ
長
か
ら
の
ڠ

力
依
頼「
ྩ
和
６
年
度
最
低

賃
金
ֹ
の
改
ఆ
ٴ
び
各
種
賃

上
げ
施
策
に
関
す
る
周
知
・

広
ใ
の
実
施

に
つ
い
て
」

を
発
出
し
、
周
知
ప
ఈ
を
求

め
た
。

今
年
度
の
地
域
ผ
最
低
賃

金
ֹ
の
改
ఆ
状
況
は
、
全
県

に
お
い
て
50
円
～
ÿû
円
引
き

上
げ
ら
れ
、
全
国
過
重
平
均

ֹ
は
１
０
５
５
円
で
、
ࡢ
年

度
の
１
０
０
４
円
よ
り
51
円

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
東
京
都

で
は
、
ࡢ
年
度
か
ら
50
円
引

き
上
げ
ら
れ
、
１
１
６
３
円

と
な
り
、
10
月
１
日
か
ら
発

ޮ
し
て
い
る
。

ް
࿑
ল
と
中
小
企
業
ி

は
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き

上
げ
に
伴
い
、
中
小
企
業
経

営
な
ど
へ
の
Ө
ڹ
が
ݒ
೦
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
最
低
賃
金

引
き
上
げ
に
対
す
る
支
ԉ
を

強
化
し
て
お
り
、
各
支
ԉ
策

の
׆
用
を
ݺ
び
か
け
て
い

る
。
主
な
支
ԉ
施
策
の
߲
目

は
࣍
の
通
り
。

ʓ
賃
金
引
き
上
げ
に

関
す
る
支
援

業
務
改
善
ॿ
成
金

˜
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
ϓ

「
ڑ

੍
運
賃
表
」「
時

間
੍
運
賃
表
」「
ݸ
建
運

賃
」「
運
賃
ׂ
増

」「
待

機
時
間
料
」「
ੵ
込
料
・

取
Է
料
、ෟ
帯
業
務
料
」「
利

用
運
送
手
数
料
」「
有
料
道
路

利
用
料
」「
そ
の
ଞ
実
අ
と
し

て
ऩ
受
す
べ
き
අ
用
」「
೩
料

サ
ー
チ
ャ
ー
δ
」
な
ど
を
資

料
と
し
て
ܝ、
ࡌ
し
て
い
る
。

解
説
書
は
、
標
準
的
運
賃

の
֓
要
か
ら
始
ま
り
、
原
価

計
ࢉ
の
方
๏
や
ಧ
出
の


方
、
運
賃
料
金
ద
用
方
の
解

説
な
ど
、
ৄ
ࡉ
な

ใ
・
資

料
を

ཏ
し
て
い
る
。

計
ࢉ
シ
ー
ト
は
、
メ
ー
ル

ア
ド
Ϩ
ス
を
ొ

す
る
こ
と

で
、
標
準
的
運
賃
の
׆
用
に

向
け
た
支
ԉ
π
ー
ル
の「
ج

準
運
賃
計
ࢉ
シ
ー
ト（
ج
準

運
賃
の
ࢉ
出
）」「
ج
準
運
賃

ʴ
ॾ
料
金
計
ࢉ
シ
ー
ト（
ج

準
運
賃
に
加
え
、
ׂ
増
・
ׂ

引
、
ॾ
料
金
お
よ
び
実
අ
の

ࢉ
出
）」の
利
用
が
で
き
る
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
と

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

は
10
月
1þ
日
、
ホ
ー
ム
ϖ
ー

δ（
̝
̥
）で
ެ
開
し
て
い

る「
一
ൠ
՟
物
自
動
車
運
送

事
業
に

る
標
準
的
な
運
賃

（
ྩ
和
６
年
３
月
告
示
）」
の

コ
ン
テ
ン
π
内
で
、
新
し
い

標
準
的
運
賃
パ
ン
フ
Ϩ
ッ
ト

「
ྩ
和
６
年
３
月

ト
ラ
ッ

ク
༌
送
のứ
標
準
的
運
賃
Ừ

が
改
ఆ
さ
れ
ま
し
た
」（
写

真
）を
ܝ
ࡌ
す
る
と
と
も
に
、

会
һ
専
用
ϖ
ー
δ
で
、「
改

గ

ト
ラ
ッ
ク
༌
送
に

る

標
準
的
運
賃
の
解
説（
ྩ
和

全
ト
ڠ
ڞ
࠵
に
よ
る「
標
準

的
な
運
賃
׆
用
セ
ミ
ナ
ー
」

で
は
、
解
説
書
を
テ
キ
ス
ト

と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
̝

̥
で
ఏ
ڙ
し
て
い
る

ใ
や

資
料
を
׆
用
し
、
標
準
的
運

賃
の
ಧ
出
の
ଅ
進
と
と
も

に
、
荷
主
と
の
運
賃
・
料
金

ަ
ব
の
実
施
を
ݺ
び
か
け
て

˜
サ
ー
ビ
ス

生
࢈
ੑ
向
上

Ｉ
̩
導
入
支
ԉ
事
業
අ
ิ
ॿ

金
˜
事
業
ঝ
ܧ
・
引
ܧ
ぎ
ิ

ॿ
金

ʓ
下
請
取
引
の
改
善
・
新
た

な
取
引
先
の
開
拓
に
関
す
る

支
援下


ద
ਖ਼
取
引

の
ਪ
進

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
˜

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
ϓ
構
ங
એ

言
˜
࿑
務
අ
の
ద
切
な
転
嫁

の
た
め
の
価
֨
ަ
ব
に
関
す

る
指
針
˜

ެ
ध
๏
に
ج
ͮ

く「
中
小
企
業
ऀ
に
関
す
る

国

の
ܖ

の
ج
本
方
針
」

˜

ެ
ध

ใ
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト

ʓ
資
金
繰
り
に
関
す
る
支
援

セ
ー
フ
テ
ỹ
ω
ッ
ト
ି


੍
度
˜
小
ن

事
業
ऀ
経
営

国

ަ
通
ল
は
10

月
１
日
、「
ج
準
؇

和
自
動
車
の
行
政
ॲ

分

要
ྖ
に
つ
い
て
」
の
一

部
改
ਖ਼
に
つ
い
て
を
通
達

し
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
を
通
じ

て
、
会
һ
事
業
ऀ

に
周
知
ప
ఈ
を
求

め
た
。

ྩ
和
４
年
の
ج

準
؇
和
自
動
車
の

認
ఆ
要
ྖ
の
改
ਖ਼

に
よ
る
、
̜
マ
ー

ク
事
業
ऀ
の
イ
ン

セ
ン
テ
ỹ
ブ
と
し
て
、
ج
準

؇
和
の
ܧ
続
؇
和
ਃ

に
お

い
て
有
ޮ
期
間
が
ແ
期
ݶ
に

国

ަ
通
ল
は
10
月
１

日
、
大
ܕ
車
の
車
ྠ

མ
事

ނ

止「
ྩ
和
６
年
度
ۓ
急

対
策
」に
つ
い
て
、全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
ڠ
会
な
ど
自
動
車
関

い
る
。

な
お
、
会
һ
ݶ
ఆ
̝
̥
の

Ӿ
ཡ
は
、ứ
広
ใ
と
ら
っ
く
Ừ

に
ܝ
ࡌ
さ
れ
て
い
る
パ
ス
ϫ

ー
ド
が
必
要
と
な
る

˜
標
準
的
運
賃
̝
̥
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
全
ト

ڠ
企
ը
部（
ὸ
03
・
３
３
５

４
・
１
０
３
７
）

ॿ
成
金
˜
中
小
企
業
向
け
賃

上
げ
ଅ
進
੫
੍
˜
企
業
׆
力

強
化
ି
（
ಇ
き
方
改
革
ਪ

進
支
ԉ
資
金
）

ʓ
生
産
性
向
上
に
関
す
る
支

援
ݻ
ఆ
資
࢈
੫
の
特
ྫ
ા
置

˜
中
小
企
業

経
営
強
化
๏

（
経
営
力
向
上
計
ը
）
˜
中

小
企
業

経
営
強
化
๏
に
ج

ͮ
く
๏
人
੫
の
特
（ྫ
経
営

強
化
੫
੍
）
˜
中
小
企
業
ল

力
化

資
ิ
ॿ
金
˜
も
の
ͮ

く
り
・

業
・
サ
ー
ビ
ス
生

࢈
ੑ
向
上
ଅ
進
ิ
ॿ
金
˜
小

ن

事
業
ऀ
持
続
化
ิ
ॿ
金


ஂ
体
に
通
知
し
、

止
対

策
に
ੵ
ۃ
的
に
取
り

む
よ

う
求
め
た
。
同
対
策
は
、「
大

ܕ
車
の
車
ྠ

མ
事
ނ

止

対
策
に

る
調
査
・
分
ੳ
ݕ

౼
会
」
が
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
、
ద
切
な
タ
イ
Ϡ

着

࡞
業
や
保
क

ཧ
の
重
要
ੑ

に
つ
い
て
周
知
・
ܒ
発
を
ਤ

っ
て
い
る
。

同
ল
は
Ҏ
前
か
ら
、
車
ྠ


མ
事
ނ

止
に
取
り

ん

で
い
る
が
、
ྩ
和
５
年
度
の

発
生
݅
数
は
１
４
２
（݅
前

年
度
ൺ
２
݅
増
）と
依
然
と

し
て
多
く
の
車
ྠ

མ
事
ނ

が
発
生
し
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
た
も
の
。

事
ނ
車
両
の
多
く
に
、
タ

イ
Ϡ

着
࡞
業
時
の
ϫ
ッ
シ

ャ

き
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ

ト
の
点
ݕ
、
清

や
各
部
位

へ
の
५

༉
の
ృ

、
さ
ら

に
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
が
円


に
回
る
か
の
確
認
が
不
े

分
、
ద
切
な
タ
イ
Ϡ

着
࡞

業
や

着
後
の
増
し
క
め
が

実
施
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の

問
題
点
が
確
認
さ
れ
て
い

た
。ྫ

年
、
車
ྠ

མ
事
ނ
は

ౙ
用
タ
イ
Ϡ
へ
の
ަ

か
ら

１
～
２
か
月
後
が
大
半
を


め
、
ੵ
ઇ
༧
ใ
が
発
せ
ら
れ

た

後
に
ަ

࡞
業
が
ू
中

す
る
た
め
、
࡞
業
ミ
ス
が
発

生
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
。

࡞
業
ミ
ス
の
発
生
は
、
こ
の

よ
う
な
中
で
、
不
ద
切
な


着
࡞
業
が
行
わ
れ
て
い
た
事

ྫ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
通
ৗ
の
߱
ઇ
時
期
を

待
た
ず
早
期
に
ౙ
用
タ
イ
Ϡ

に
ަ

す
る
な
ど
、
༨
༟
を

持
っ
て
ਖ਼
し
い

着
࡞
業
を

行
え
る
よ
う
に
、
ౙ
用
タ
イ

Ϡ
へ
の
ަ

࡞
業
の
平
準
化

を
ਪ
進
す
る
。

全
ト
ڠ
や
日
本
バ
ス
ڠ
会

の
実
施
事
߲
と
し
て
は
、
タ

イ
Ϡ
ަ

の
平
準
化
の
ほ

か
、
車
ྠ

མ
事
ނ

止
対

策
を
、
社
内
の
整
備

ཧ
ऀ

や
運
転
ऀ
、
タ
イ
Ϡ

着
業

ऀ
へ
確
実
に
実
施
さ
せ
る
。

特
に

མ
事
ނ
が
多
い
ࠨ
側

後
ྠ
や
ੵ
ઇ
地
域
、
ฮ

さ

れ
て
い
な
い
道
路
を
走
行
す

る
大
ܕ
車
に
つ
い
て
、
重
点

的
な
点
ݕ
・
整
備
を
৺
が
け

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、全
国
的
に「
大
ܕ

車
の
車
ྠ

མ
事
ނ

止
キ

ャ
ン
ϖ
ー
ン
」（
ø÷
月
ø÷
日
号

既
報
）を
展
開
し
、

止
対

策
の
ప
ఈ
を
ਤ
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

改
善
資
金
༥
資
੍
度（
マ
ル

経
༥
資
）

ʓ
そ
の
他
、雇
用（
人
材
育
成
）

に
関
す
る
支
援

建
設
事
業
主

に
対
す
る

ॿ
成
金
˜
人
ࡐ
確
保

支
ԉ

ॿ
成
金
˜
地
域
ޏ
用
開
発
ॿ

成
金（
地
域
ޏ
用
開
発
コ
ー

ス
）
˜
人
ࡐ
開
発
支
ԉ
ॿ
成

金ʓ
相
談
窓
口

よ
ろ
ず
支
ԉ
ڌ
点
˜
下


か
け
こ
み
ࣉ
˜
ಇ
き
方
改
革

ਪ
進
支
ԉ
セ
ン
タ
ー
˜
中
小

企
業
向
け
ิ
ॿ
金
・
૯
合
支

ԉ
サ
イ
ト「
ミ
ラ
サ
ポ
̿
̻

̈́
͂
」

ৄ
ࡉ
は
、
各
ホ
ー
ム
ϖ
ー

δ
で
。

Ԇ
長
さ
れ
た
が
、
事
ނ
な
ど

に
よ
り
̜
マ
ー
ク
を
失
っ
た

場
合
は
、
こ
の
イ
ン
セ
ン
テ

ỹ
ブ
を
失
う
こ
と
か
ら
、
期

ݶ

き
の
؇
和
認
ఆ
と
す
る

再
ਃ

が
必
要
と
な
る
。

改
ਖ਼
は
、
̜
マ
ー
ク
を

失
っ
た
事
業
ऀ
が
、
再
ਃ


を
失
೦
し
た
場
合
に
、

ج
準
؇
和
の
認
ఆ
書
を
保

有
し
続
け
て
し
ま
う
こ
と

を

ぎ
、
再
ਃ

を
ଅ
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
再

ਃ

を
行
わ
な
か
っ
た
場

合
の
行
政
ॲ
分
を
明
確
化

し
た
も
の
。

再
ਃ

を

Ԇ
な
く
行
え

ば
、
査
対

と
は
な
ら
ず
、

行
政
ॲ
分
も

受
け
な
い
。

全
ト
協

ް࿑ল

最
低
賃
金
額
改
定
で

各
種
賃
上
げ
施
策
の
活
用
を

̝
̥
ؔ
࿈
ࢿ
ྉ
Λ
ߋ
৽

େ
ܕ
ं
ͷ
ं
ྠ

མ
ࣄ
ނ

ࢭ
「
６
年
度
緊
急
対
策
」

標
準
的
運
賃
の
普
及
浸
透
へ

適切なタイヤ脱着

作業・保守管理の

徹底を লަࠃ

ߦ準؇ࣗಈंのج
ॲཁྖをҰ෦վਖ਼

̜
Ϛ
ồ
ク
ࣦ
ޮ
࣌

࠶
ਃ

Λ
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同
๏
は
１
年
施
行
、
２
年

施
行
で
構
成
さ
れ
、
荷
主


の
取
り

み
状
況
を
点
数
化

す
る
の
は
１
年
施
行
、
つ
ま

り
来
年
４
月
か
ら
導
入
さ
れ

る
。

断
ج
準（
ߨ
ず
べ
き
ા

置
）に
は
、
荷
主
に
対
し
て

ੵ
ࡌ

向
上
の
た
め
ద
切
な

リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
確
保
す
る

こ
と
、
発

量
の
ద
ਖ਼
化
に

努
め
る
こ
と
、
荷
待
ち
時
間

削
ݮ
の
た
め
受
発

を
前
倒

し
す
る
こ
と
、
ト
ラ
ッ
ク
༧


シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ

と
、
ࠞ
ࡶ
時
間
を
回
ආ
し
た

日
時
指
ఆ
を
行
う
こ
と
、
荷


時
間
短
縮
の
た
め
パ
Ϩ
ッ

ト
を
利
用
・
標
準
化
す
る
こ

と
、
出
荷
時
の
ॱ
ং
や
荷
࢟

を

ఆ
し
た
生
࢈
・
荷
ͮ
く

し
て
も
、
長
時
間
の
荷
待
ち

や
運
送
事
業
ऀ
に
対
す
る
ෟ

帯
࡞
業
の
強
要
を
改
め
て
い

な
い
荷
主
が
গ
な
か
ら
ず
ଘ

ࡏ
す
る
。
こ
の
改
ਖ਼
๏
は
、

そ
こ
に
メ
ス
を
入
れ
よ
う
と

し
た
の
で
は
な
い
か
。
荷
主

に
と
っ
て
、
企
業
名
の
ެ
表

は
か
な
り
௧
手
に
な
る
は

ず
。そ
う
ま
で
し
な
け
れ
ば
、

２
０
２
４
年
問
題
を
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
ة
ዧ

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

荷
主
に
対
す
る
ެ
表
੍
度

は
、
ద
ਖ਼
運
賃
の
ऩ
受
や
荷

待
ち
削
ݮ
に
と
っ
て

ま
し

い
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
ੵ
ࡌ


や
実
車

向
上
に
取
り


ま
な
い
運
送
事
業
ऀ
に
対
し

て
も
、
企
業
名
ެ
表
な
ど
何

ら
か
の
ϖ
ナ
ル
テ
ỹ
が
ক
来

՝
さ
れ
る
こ
と
も
視

に
入

れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ɹ
ɹ（
ϥ
Π
λ
ồ

ᖒ
ా

）

り
を
行
う
こ
と
、
事
前
出
荷


ใ
を
ఏ
ڙ
す
る
こ
と
な
ど

を
求
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り

み
状
況

に
つ
い
て
、
荷
主
を

ཏ
的

に
調
査
す
る
の
は
困
難
だ
と

し
て
、
物
流
事
業
ऀ
を
対


に
ఆ
期
的
な
ア
ン
έ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
回

結
果
を

点
数
化
し
て
ެ
表
す
る
。

ア
ン
έ
ー
ト
調
査
の
結

果
、
長
時
間
の
荷
待
ち
、
ܖ


に
な
い
ෟ
帯
࡞
業
の
強

要
、
ແ
ཧ
な
運
送
依
頼
が
ৗ

ଶ
化
し
て
い
る
悪
࣭
な
事
ྫ

を
ั
ଊ
し
た
場
合
に
は
、
ト

ラ
ッ
ク
̜
メ
ン
や
ެ
ਖ਼
取
引

ҕ
һ
会
に
よ
る
ಇ
き
か
け
や

要

に
つ
な
げ
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
も
ެ
ਖ਼
取
引
ҕ

һ
会
や
中
小
企
業
ி
は
、
࿑

年
11
～
12
月
の
ू
中

視
月

間
の
結
果
、
ק
告
し
た
２
社

を
ެ
表
し
て
い
る
。

一
方
、
２
年
施
行（
再
来

年
４
月
施
行
が
有
力
）で
も
、

一
ఆ
ن

Ҏ
上
の
特
ఆ
事
業

（ऀ
荷
主
お
よ
び
物
流
事
業

ऀ
）に
対
し
て
、
ল
Τ
ω
๏

を
参
ߟ
に
し
た
評
価
੍
度
を


設
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。

ল
Τ
ω
๏
は
、
特
ఆ
事
業

ऀ
か
ら
の
ఆ
期
ใ
告
を
ج

に
、
（̨
༏
ྑ
事
業
ऀ
）、
̖

（
さ
ら
な
る
努
力
が
期
待
さ

れ
る
事
業
ऀ
）、̗
（
ল
Τ
ω

が
ఀ

し
て
い
る
事
業
ऀ
）、

（̘

ҙ
を
要
す
る
事
業
ऀ
）

の
４
段
階
に
ク
ラ
ス
分
け

し
、
̗
・
̘
事
業
ऀ
に
は


ҙ
ש
起
จ
書
を
送

し
、
現

地
調
査
を
実
施
す
る
。
合
ཧ

化
計
ը
の
࡞
成
を
指
示
し
、

指
示
に
ै
わ
な
か
っ
た
場

合
、ެ
表・໋
ྩ
す
る


み
。

改
ਖ਼
物
流
ޮ

化
๏
の
特

ఆ
事
業
ऀ
は
、
ఆ
期
ใ
告
の

ఏ
出
が
ٛ
務

け
ら
れ
、
対


は
荷
主
が
取
扱
՟
物
量

９
ສ
Ἁ
Ҏ
上（

３
２
０
０

社
）、
༌
送
事
業
ऀ
は
保
有

車
両

数
１
５
０

Ҏ
上

（

７
９
０
社
）、

ݿ
事
業

ऀ
は
՟
物
保

量
þ0
ສ
Ἁ
Ҏ

上（

þ0
社
）の
大
手
に
ݶ

ら
れ
る
。

そ
れ
Ҏ
֎
の
荷
主
は
๏


上
、
物
流
ޮ

化
へ
の
取
り


み
は
努
力
ٛ
務
と
さ
れ
て

い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
回
物
流
事
業
ऀ
か
ら
の
ア

ン
έ
ー
ト
を
ج
に
、
取
り


み
状
況
を
点
数
化
す
る
と
し

た
。
そ
の
ਅ
ҙ
は
ど
こ
に
あ

る
の
だ
ろ
う
か
？

一
ൠ

と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
๏

や
੍
度
を
つ
く
っ

て
も
、
क
ろ
う
と
し
な
い
人

は
い
る
も
の
。
事
実
、
２
０

２
４
年
問
題
が
社
会
問
題
化

務
අ
や
Τ
ω
ル
Ϊ
ー
コ
ス
ト

上
ঢ
分
の
価
֨
転
嫁
に
応
じ

な
か
っ
た
と
し
て
、
荷
主
や

元

け
企
業
名
を
ެ
表
し
た

り
、
ト
ラ
ッ
ク
̜
メ
ン
も
ࡢ

վ
ਖ਼

ޮ
๏
ỏ

੍
を
ಋ
ೖ

企業名公表は荷主には痛手

努力義務では改善されない

東
京
都
と
都
中

小
企
業
ৼ
興
ެ
社

は
、
今
年
の
４
月
か

ら
時
間
֎
࿑
ಇ
の
上

ݶ
ن
੍
が
ద
用
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
、「
２

０
２
４
年
問
題
」
対

策
に
取
り

む
中
小

企
業
な
ど
を
対

と

し
て
、
生
࢈
ੑ
向
上

な
ど
に
向
け

た「
設
備


資
ۓ
急
支
ԉ

事
業
」（
ୈ
２

回
ื
ू
）を

実
施
し
て
い

る
。֓
要
は
、

࣍
の
通
り
。

˜
対

ऀ
＝
ج
準
日（
10

月
１
日
）
現
ࡏ
で
、
都
内
に

ొ
記

上
の
本
・
支
ళ
が
あ

り
、
都
内
で
２
年
Ҏ
上
事
業

を
ܧ
続
の
中
小
企
業
ऀ
な
ど

˜
対

事
業
＝
運
送
・
物

流
な
ど
の
業
種
で
、
上
ݶ
ن

੍
に
よ
る
人
ࡐ
不

対
策
な

ど
に
必
要
と
な
る
設
備

資

を
新
た
に
導
入
す
る
事
業

˜
ॿ
成

＝
５
分
の
４
Ҏ

内（
上
ݶ
１
ԯ
円
、
下
ݶ
ֹ

１
０
０
ສ
円
）

˜
対

経
අ
＝「
２
０
２

４
年
問
題
」
対
策
の
た
め
の

機
ց

置
や
ث
۩
備

、
ι

フ
ト

Τ
ア
の
導
入
経
අ

／
機
ց

置
、
も
し
く
は
ث

۩
備

＝
１
ج
50
ສ
円
Ҏ
上

（
੫
ผ
）／
ι
フ
ト

Τ
ア
の

導
入
経
අ
＝
３
０
０
ສ
円
Ҏ

上
、１
０
０
０
ສ
円
Ҏ
下

˜
機
ց
設
置
場
所
＝
東
京

を
は
じ
め
関
東
７
県（
都
֎

設
置
の
場
合
は
都
内
に
ొ
記


上
の
本
ళ
が
あ
る
こ
と
）

˜
ਃ

༧

＝
10
月
23
日

ޕ
前
９
時
～
11
月
６
日
ޕ
後

５
時
ま
で（
事
前
に
ਃ

༧


が
必
要
）

˜
ਃ

受

＝
11
月
１
日

ޕ
前
９
時
～
11
月
15
日
ޕ
後

５
時
ま
で（
国
の
電
子
ਃ


シ
ス
テ
ム「
Ｊ
グ
ラ
ン
π
」

で
受

を
行
う
）

ৄ
ࡉ
は
、
都
中
小
企
業
ৼ

興
ެ
社
ホ
ー
ム
ϖ
ー
δ
を
参

照
。

中
小
企
業
ி
と
ެ
ਖ਼
取
引

ҕ
һ
会
は
、ຖ
年
11
月
を「
下


取
引
ద
ਖ਼
化
ਪ
進
月
間
」

と
し
て
、
下

代
金
支
払


Ԇ


止
๏（
下

๏
）な

ど
の
普
ٴ
・
ܒ
発
事
業
を
ू

中
的
に
実
施
し
て
い
る
。

下

๏
の
的
確
な
運
用
と

ҧ
反
行
ҝ
の
ະ
然

止
、
下


中
小
企
業
ৼ
興
๏（
下


ৼ
興
๏
）に
ج
ͮ
く
ৼ
興
ج

準
の
९
क
な
ど
、
下

取
引

の
ద
ਖ਼
化
に
向
け
て
行
っ
て

い
る
。

ྩ
和
６
年

度
の
ਪ
進
月

間
の
標
ޠ
は

「
賃
上
げ
と

࿑
務
අ
転
嫁

を
両
ྠ
に
」。

普
ٴ
・
ܒ

発
事
業
と
し

て
は
、
中
企
ி
・
ެ
取
ҕ
の

連
ܞ
事
業
と
し
て
Φ
ン
ラ
イ

ン（
ద
ਖ਼
取
引
支
ԉ
サ
イ
ト
）

に
よ
り
、

事
業
ऀ
の
下


୲
当
ऀ
を
対

に「
下

取

引
ద
ਖ਼
化
ਪ
進
ߨ
श
会
」
を

実
施
し
、
下

๏
・
下

ৼ

興
๏
の
झ
ࢫ
・
内
༰
の
周
知

ప
ఈ
を
ਤ
る
。

ま
た
、
中
企
ி
で
は「
ద

ਖ਼
取
引
ߨ
श
会
」
を
実
施
。

受

側
企
業
と
発

側
企
業

間
の
ద
ਖ਼
な
価
֨
に
ج
ͮ
く

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ

会
は
９
月
25
日
、「
２

０
２
４
年
問
題
の
解
ܾ

に
向
け
た
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
ऀ
の
た
め
の
̙
̭
ਪ

進（
本
編
・
資
料
編
）」を
ホ

ー
ム
ϖ
ー
δ
で
ެ
開
し
た
。

̙
̭
に
つ
い
て
は
、
σ
δ

タ
イ
θ
ー
シ
ョ
ン
、
σ
δ
タ

ラ
イ
θ
ー
シ
ョ
ン
、
σ
δ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
Ỽ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
の
３
段
階
に
分
解
さ

れ
、
ま
ず
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
ऀ
に
は
、
σ
δ
タ
イ

θ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り

み

を
ਪ

し

て
い
る
。

事
ྫ
と
し
て
、
電
話
や
Ｆ

̖
̭
で
受

し
た
内
༰
を
Φ

フ
ỹ
ス
ι
フ
ト
な
ど
の
׆
用

で
Ｆ
̖
̭
受

の
取
り
や

め
、
ࢴ
の

送
指
示
・

車

表
を
チ
ャ
ッ
ト
／
メ
ー
ル
に

よ
る
指
示
な
ど
を

հ
し
て

い
る
。

ま
た
、
資
料
編
で
は
各
種

π
ー
ル
・
製

・
サ
ー
ビ
ス

の
අ
用
に
つ
い
て
一
ཡ
と
し

て
ま
と
め
て
お
り
、
導
入
ݕ

౼
時
に
׆
用
で
き
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
全
ト
ڠ
ホ
ー
ム

ϖ
ー
δ
を
参
照
。

ެ
ਖ਼
取
引
ҕ
һ
会

は
11
月
１
日
Ҏ
߱
、


事
業
ऀ
が
下

代

金
の
支
払
手
段
と
し

て
、
サ
イ
ト（
手
ܗ

期
間
ま
た
は
ܾ
済
期

間
）が
60
日
を

え

る
長
期
の
手
ܗ
、
一

ׅ
ܾ
済
方
式
ま
た
は

電
子
記

࠴
権（
Ҏ

下「
手
ܗ

」）を
ަ


し
た
場
合
、
下


代
金
支
払

Ԇ


止
๏

（
下

๏
）の
ׂ
引
困
難
な

手
ܗ
の
ަ


に
֘
当
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
そ

の

事
業
ऀ
に
対
し
て
指
導

す
る
方
針
を
ެ
表
し
た
。

ެ
取
ҕ
は
、
今
年
４
月
30

取
り
引
き
を
ਪ
進
す
る
た

め
、受

側
企
業
の
経
営
・ऀ

୲
当
ऀ
を
対

と
し
た
価
֨

ަ
ব
ߨ
श
会
を
対
面
・
Φ
ン

ラ
イ
ン
で
行
う
。
発

側
企

業
の
購
ങ
・
調
達
୲
当
ऀ
な

ど
を
対

と
し
た「
下

๏

ߨ
श
会
」
は
Φ
ン
ラ
イ
ン
で

実
施
。
下

๏
の
९
क
に
向

け
て
、
取
引
事
ྫ
や
ҧ
反
事

ྫ
を
中
৺
に
解
説
す
る
。

さ
ら
に
、
中
企
ி
で
は
全

国
ûÿ
か
所
に
設
置
し
て
い
る

「
下

か
け
こ
み
ࣉ
」
の
利

用
ଅ
進
を
、ެ
取
ҕ
で
は「
不

当
な
し
わ
د
せ
に
関
す
る
下


相
ஊ
窓
口
」（
フ
リ
ー
ダ
イ

Ϡ
ル
ὸ
０
１
２
０・０
６
０・

１
１
０
）を
開
設
し
、
中
小

企
業
な
ど
か
ら
下

๏
に
関

す
る
各
種
相
ஊ
に
対
応
す
る
。

日
に
指
導
ج
準
お
よ
び
指
導

方
針（
Ҏ
下「
指
導
ج
準

」）

を
変
更
し
、
手
ܗ

が
下


代
金
の
支
払
い
手
段
と
し
て

用
い
ら
れ
た
場
合
の
指
導

ج
準

に
よ
り
、
ҧ
反
行
ҝ

の
ະ
然

止
を
ਤ
る
と
と
も

に
、
ݸ
ผ
の
事
案
に
対
し
て

ਝ
速
・
厳
ਖ਼
に
対
ॲ
し
て
い

る
。ま

た
、
ެ
取
ҕ
お
よ
び
中

小
企
業
ி
は
こ
の
ほ
ど
、
新

た
な
指
導
ج
準

の
運
用
開

始
に
あ
た
り
連
名
で
、
今
年

度
に
実
施
し
た
下

๏
に
ج

ͮ
く
ఆ
期
調
査
に
お
い
て
、

サ
イ
ト
が
60
日
を

え
る
手

ܗ

に
よ
り
下

代
金
を
支

払
い
、
か
つ
現
金
払
へ
の
変

更
や
手
ܗ

の
サ
イ
ト
を
60

日
Ҏ
内
に
短
縮
す
る
༧
ఆ
は

な
い
と
し
た

事
業
ऀ

６

０
０
ऀ
に
対
し
、
11
月
１
日

Ҏ
߱
に
手
ܗ

に
よ
り
下


代
金
を
支
払
う
場
合
に
は
、

手
ܗ

の
サ
イ
ト
を
60
日
Ҏ

内
に
短
縮
す
る
こ
と
を
求

め
、
ҙ
ש
起
し
て
い
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
ެ
取
ҕ
ホ
ー
ム

ϖ
ー
δ
を
参
照
。

ઃ
උ

ࢿ
ۓ
ٸ
ࢧ
ԉ
ࣄ
ớۀ
ୈ
̎
ճ

ื

ू

Ờ

ʮ̎̌̎̐ʯରࡦ

தاி
ެऔҕ

賃
্
͛
ɾ
࿑

අ
స

Λ

øø
݄

Լ

औ
Ҿ
ਪ
ਐ
݄
ؒ

खܗのαΠト͕ॖ11月１日

౦
ژ


ެ
औ
ҕ
ɾ
த
ا
ி

શト協 中
小
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
Ｄ
Ｘ
推
進
を
支
援
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̍
日

物
流
政
策
ҕ
һ
会

̎
日

運
༌
҆
全
小
ҕ
һ
会

̐
日

初

運
転
ऀ
特
ผ
ߨ

श
̑
日

大
ܕ
車
の
車
ྠ

མ

事
ނ

止
ݚ
म
会

̓
日

ਖ਼
෭
会
長
会
˜
生
コ

ン
専
門
部
会

һ
会
˜
ロ

δ
ݚ
セ
ミ
ナ
ー

̑
日
 

1û
時
＝
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
４
実
行
ϓ
ロ
δ
ェ

ク
ト
会
議（
支
部
結
果
ใ

告
会
）（
東
ト
૯
合
会
館
）

̒
日
 

10
時
＝
引
越
専
門

部
会
引
越

ཧ
ऀ
ߨ
श

（
東
ト
૯
合
会
館
）
˝
15

時
＝
ਖ਼
෭
会
長
会（
同
）

˝
1þ
時
＝
物
流
専
門
ࢴ
記

ऀ
࠙
ஊ
会（
同
）

̔
日
 

15
時
＝
ロ
δ
ݚ
ਖ਼

෭
本
部
長
会
議（
東
ト
૯

合
会
館
／
Ｗ
̴
̱
ซ
用
）

˝
16
時
＝
同
本
部
連
བྷ
会

（
東
ト
૯
合
会
館
）
˝
16

時
30
分
＝
重
量

専
門
部

会
経
営
ऀ
ݚ
म
会（

࢜


ホ
テ
ル
）
˝
1ÿ
時
＝
同

࠙

会（
同
）

øø
日
 

13
時
30
分
＝

運

事
業
ऀ
の
た
め
の
҆
全
マ

ω
δ
メ
ン
ト
ݚ
म（
東
ト

૯
合
会
館
）
˝
1û
時
＝
ࣇ

ಐ
ֆ
ը
࡞

コ
ン
テ
ス
ト

ݕ
౼
小
ҕ
һ
会（
同
／
Ｗ

̴
̱
ซ
用
）

ừ
ø÷
月
�
Ỗ
øü
日
Ử

ừ
øø
月
�
Ỗ
øü
日
Ử

øù
日
 

1û
時
＝
鉄
߯
専
門

部
会
݈
康
起
Ҽ
事
ނ

止

ݚ
म
会（
東
ト
૯
合
会
館

／
Ｗ
̴
̱
ซ
用
）

øú
日
 
1û
時
＝
物
流
経
営
࢜

՝
ఔ
開
ߨ
式（
東
ト
૯
合

会
館
）
˝
15
時
＝
同
記
೦

ߨ
演（
同
）

øü
日
 

16
時
＝
食
ྐ
専
門

部
会
࠭

ҕ
һ
会（
東
ト

૯
合
会
館
）

̕
日

引
越
専
門
部
会
引
越

ج
本
ߨ
श

ø÷
日

ঁ
ੑ
部
一
日
ݚ
म
見

ֶ
会
˜
海
上
コ
ン
テ
ナ
専

門
部
会
業
務
ҕ
һ
会

øø
日

事
務
長
連
བྷ
会
ळ
期

ݚ
म
会
˜
ࡾ

৫
連
བྷ
会

øù
日

本
部
݈
康

断（
～

13
日
）

øü
日

特
घ
車
両
通
行
ڐ
可

੍
度
ٴ
び
ج
準
؇
和
に
関

す
る
ݚ
म
会
˜
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
４
実
行
ϓ
ロ
δ
ェ

ク
ト
ϫ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

ϓ
会
議

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

燃
料
給
油
は
東
京
都
内
で

軽
油
引
取
税
は
地
方
税
で
す

９
月
分

☆ス タ ン ド 平 均 = 136.0 円
☆ロ ー リ ー 平 均 = 124.2 円
☆元売り発行カード  平 均 = 132.1 円
☆ディーラー発行カード 平 均 = 130.9 円

東
ト
ڠ
大
田
支
部

（
୩
口
ᚸ
ೋ
支
部
長
）

は
10
月
10
日
、
ླ
木

থ
խ
大
田
۠
長
に
対

し
て
、「
重
点
支
ԉ

地
方
ަ

金
」
を
׆

用
し
た
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
ऀ
の
支
ԉ
に

関
す
る
要

書
を
ఏ

出
し
、
同
ަ

金
を

׆
用
し
た
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
ऀ
の
支
ԉ

と
し
て
、
ิ
ॿ
金
な

ど
の
༧
ࢉ
化
に
向
け
た
ݕ
౼

を
求
め
た
も
の
。

要

書
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
ऀ
は
重
要
な
使
໋

を
果
た
し
て
い

る
が
、
೩
料
価

֨
の
高
ಅ
分
を

運
賃
・
料
金
に
転
嫁
し
て
े

分
に
ऩ
受
で
き
な
い
こ
と
に

加
え
、
ຫ
ੑ
的
な
࿑
ಇ
力
不


の
中
、
今
年
４
月
か
ら
ト

ラ
ッ
ク
運
転
ऀ
の
࿑
ಇ
時
間

の
ن
੍
が
強
化
さ
れ
、
現
ࡏ

の
༌
送
力
を
҆

ఆ
し
て
確
保
す

る
こ
と
が
難
し

く
な
る
な
ど
、

大
変
厳
し
い
経

営

ڥ
に

面

し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
中
、

ࡢ
年
11
月
に
ֳ

議
ܾ
ఆ
さ
れ
た

ྩ
和
５
年
度
ิ

ở
訂
正
Ỡ

10
月
10
日

５
面
ܝ
ࡌ
の

ؖ
国
ަ
通
҆
全
教
ҭ
機
関
と

ҙ
見
ަ

の
記
事
中
、
東
ト

ڠ
側
の
出
席
ऀ
に
関
し
て
、

ਖ਼
し
く
は「
原
ྰ
子
・

目

ོ
༤
・
ླ
木
ོ
ࢤ
・
٠

ਖ਼

ࡾ・ߒ
ଜ
Ғ
一

各
෭
会
長
、

山
㟒
ਖ਼
専
務
ཧ
事
、
ٶ
城
ढ़


ৗ
務
ཧ
事
」
で
し
た
。
お


び
し
、గ
ਖ਼
い
た
し
ま
す
。

ਖ਼
༧
ࢉ
案
に
お
い
て
、「
重

点
支
ԉ
地
方
ަ

金
」（
ਪ


事
業
メ
χ
ュ
ー
分
）が
５
０

０
０
ԯ
円
追
加
計
上
さ
れ
、

ਪ

事
業
メ
χ
ュ
ー
に「
地
域

ެ
ڞ
ަ
通
・
物
流
や
地
域
観

光
業

に
対
す
る
支
ԉ
」
と

し
て
、新
た
に「
物
流
」が
明

記
さ
れ
た
と
指
ఠ
。
政

に

よ
る
今
ൠ
の
経
済
対
策
の
早

期
ࣥ
行
が
ܝ
げ
ら
れ
た
झ
ࢫ

を
ཧ
解
し
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
ऀ
の
経
営
ة
機
の
速
や

か
な
ଧ
開
を
求
め
て
い
る
。

要

に
当
た
り
ҙ
見
ަ


で
は
、
大
半
を

め
る
中
小

事
業
ऀ
に
お
い
て
人
ࡐ
の
確

保
や
ҭ
成
が
難
し
く
、
人
出

不

や
最
低
賃
金
改
ఆ
な
ど

へ
の
対
応
で
支
部
か
ら
会
һ

事
業
ऀ
の
ഇ
業
・
ٳ
業
が
増

加
す
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況

を
ૌ
え
た
。ླ
木
۠
長
は
、ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の

ׂ
は

高
く
、
そ
こ
へ
の
Ө
ڹ
が
࢈

業
全
体
の
ਰ
ୀ
と
な
ら
な
い

よ
う
に
し
た
い
と
ड़
べ
た
。

な
お
、大
田
支
部
か
ら
は
、

୩
口
ᚸ
ೋ
支
部
長
を
は
じ

め
、
岸
ᚸ
հ
෭
支
部
長
、
加

東
ト
ڠ
港
支
部（
ࡔ
田
生

子
支
部
長
）
青
年
部（
山
本



部
長
）は
、
ަ
通
҆
全

ト
ー
ト
バ
ッ
グ

１
９
０
０

ຕ
を
港
۠
に
د
ଃ
し
た
。
10

月
1ÿ
日
、
港
۠

所
で
行
わ

れ
た
ଃ
呈
式
で
は
、
山
本
青

年
部
長
が
清
家
Ѫ
۠
長
に
ト

ー
ト
バ
ッ
グ
を
手

す
と
と

も
に
、
清
家
۠
長
か
ら
感
ँ

状
を
受
ྖ
し
た
。

同
支
部
は
、
青
年
部
が
中

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
ద

ਖ਼
化
事
業
指
導
ҕ
һ
会（
٠


ਖ਼
ߒ
ҕ
һ
長
）は
10
月
21

日
、
東
ト
૯
合
会
館
で
ྩ
和

６
年
度
ୈ
１
回
ҕ
һ
会
を
開

࠵
し
、６
・
７
年
度
ҕ
һ
の

ҕ

や
෭
ҕ
һ
長
の
指
名
・

選

を
行
う
と
と
も
に
、５

年
度
の
東
京
都
ద
ਖ਼

化
事
業
実
施
機
関
の

事
業
実
施
結

果
お
よ
び
６

年
度
事
業
実

施
状
況
、
՟

物
自
動
車
運

送
事
業
҆
全

ੑ
評
価
事
業

の
認
ఆ
状
況

に
つ
い
て
ྃ

ঝ
し
た
。

６
・
７
年

度
ࣥ
行
部
の

発

後
、新・

再

の
ҕ
һ

に
よ
る
初
の
ҕ
һ
会
で
、
ҕ

һ
長
は
٠

෭
会
長
が
新
た

に
務
め
、
෭
ҕ
һ
長
に
は
ҕ

һ
長
の
指
名
に
よ
り
、
大
ౡ


一
）ࢯ
新
॓
支
部
）が
ब


し
た
。


಄
、
٠

ҕ
һ
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
ద
ਖ਼
化
事
業

で
は
巡
回
指
導
な
ど
を
通
じ

て
、
運
行

ཧ
や
車
両

ཧ

で
改
善
す
る
点
が
な
い
か
確

認
し
、
不
備
な
点
が
あ
れ
ば

改
善
の
指
導
を
行
い
、
̜
マ

ー
ク
੍
度
の
普
ٴ
に
努
め
る

な
ど
荷
主
や
社
会
、
国
ຽ
か

ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
事
業
ऀ

の
支
ԉ
に
取
り

ん
で
い

る
。
̔
月
１
日
か
ら
ద
ਖ਼
化

事
業
調
査
һ
、
い
わ
Ώ
る
̜

メ
ン
調
査
һ
を
選

す
る
体

੍
が
強
化・明
確
化
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
ద
ਖ਼
化
事
業
を

ޮ
果
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う

ҕ
һ
会
と
し
て
ॿ
言
し
て
い

き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

議
事
で
は
、５
年
度
の
事

業
実
施
結
果
を
説
明
。
巡
回

݅
数
は
１
４
１
９
（݅
前
年

ൺ
11
݅
ݮ
）、
૯
指
導
݅
数

は
４
５
７
５
（݅
同
４
０
７

݅
増
）と
な
っ
た
。
ま
た
、

通
ৗ
巡
回
指
ఠ
߲
目
の
ϫ

ー
ス
ト
５（
指
ఠ

）を
み

る
と
、
ᶃ
ఆ
期
点
ݕ
ະ
実
施

（
3þ
・
９
ˋ
）、
ᶄ
特
ఆ
の
運

転
ऀ
に
対
す
る
特
ผ
な
指
導

の
ະ
実
施（
36
・
３
ˋ
）、ᶅ

݈
康

断
ະ
受
（
32
・
４

ˋ
）、
ᶆ
特
ఆ
の
運
転
ऀ
に

対
す
る
ద
ੑ

断
の
ະ
受


（
30
・
̔
ˋ
）、
ᶇ
運
༌
҆
全

マ
ω
δ
メ
ン
ト（
2û
・
２
ˋ
）

と
な
っ
て
い
る
。

６
年
度（
６
年
４
月
～
９

月
ま
で
）の
事
業
実
施
結
果

と
し
て
、
巡
回
݅
数
は
６

０
２
（݅
前
年
同
期
ൺ
53
݅

ݮ
）、
૯
指
導
݅
数
は
１
５

̔
７
（݅
同
４
４
９
݅
ݮ
）。

通
ৗ
巡
回
指
ఠ
߲
目
の
ϫ

ー
ス
ト
５（
指
ఠ

）を
み

る
と
、
ᶃ
ఆ
期
点
ݕ
ະ
実
施

（
29
・
３
ˋ
）、
ᶄ
特
ఆ
の
運

転
ऀ
に
対
す
る
特
ผ
な
指
導

の
ະ
実
施（
26
・
̔
ˋ
）、ᶅ

整
備

ཧ
ऀ
ݚ
म
ະ
受
ߨ

（
23
・
５
ˋ
）、
ᶆ
݈
康

断

ະ
受
（
20
・
２
ˋ
）、ᶇ
特

ఆ
の
運
転
ऀ
に
対
す
る
ద
ੑ


断
の
ະ
受
（
19
・
１
ˋ
）

と
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
事
業
実
施
計
ը

で
は
引
き
続
き
、
૯
合
評
価

̙
・
Ｅ
事
業
所
に
対
す
る
巡

回
指
導
を
重
点
化
し
て
い

る
。
今
年
度
の
̙
評
価
事
業

所
４
・
２
ˋ
（
前
年
同
期
ൺ

４
・
６
⻲
ݮ
）、
Ｅ
評
価
事

業
所
４
・
０
ˋ
（
同
１
・
６

⻲
ݮ
）で
̙
・
Ｅ
事
業
所
の

東
ト
ڠ
ద
ਖ਼
化
事
業
部
は

こ
の
ほ
ど
、ứ
ద
ਖ਼
化
だ
よ

り
Ừୈ
32
号（
10
月
10
日
）を

発
行
し
、
会
һ
事
業
ऀ

の
ద
ਖ਼
な
࿑
務

ཧ
に

資
す
る
た
め
の

ใ
発

信
を
行
っ
て
い
る（
࣌
報
ø÷

月
ø÷
日
号
ʹ
ಉ
෧
）。

今
号
で
は
、
10
月
か
ら
施

行
さ
れ
た「
՟
物

自
動
車
運
送
事
業

に
対
し
行
政
ॲ
分


を
行
う
べ
き
ҧ

反
行
ҝ
ٴ
び
日
車

数
の
厳
േ
化
に
つ

い
て
」
を
解
説
。

点
ݺ
ະ
実
施
や
改
善
ج
準
告

示
に
ҧ
反
を
し
た
場
合
の
ॲ

分
に
つ
い
て
厳
േ
化
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
ҿ
ञ
運
転
の
ࠜ

ઈ
、
点
ݺ
実
施
の
ప
ఈ
、
な

ら
び
に
過
࿑
運
転
の

止
に

努
め
る
よ
う
ݺ
び
か
け
て
い

る
。な

お
、
こ
れ
ま
で
発
行
し

たứ
ద
ਖ਼
化
だ
よ
り
Ừ
の
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
東
ト
ڠ

ホ
ー
ム
ϖ
ー
δ
に
ܝ
ࡌ
し
て

い
る
。

৺
と
な
り
、
特
ผ
ࢍ
ॿ
会
һ

事
業
の「
地

域
に
お
け
る

ަ
通
҆
全
対

策
事
業
」
と

し
て
、
港
۠

教
ҭ
ҕ
һ
会

の
ڠ
力
の
も

と
、
۠
内
の

小
ֶ
一
年
生

全
һ
に
ަ
通

҆
全
ܒ
発
グ

全
体
に

め
る
ׂ
合
が
ݮ
গ

し
た
。
̙
・
Ｅ
評
価
事
業
所

の
所
ࡏ
地
が
都
内
に
点
ࡏ
す

る
た
め
、
ޮ

的
な
巡
回
指

導
の
実
施
が
՝
題
と
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
指
ఠ
߲
目
の
ϫ

ー
ス
ト
５
は
前
年
同
期
ൺ
の

߲
目
と
同
じ
だ
が
、
指
ఠ


は
そ
れ
ぞ
れ
ݮ
গ
し
て
い
る

と
説
明
し
た
。

ま
た
、６
年
度
̜
マ
ー
ク

の
ਃ

状
況
な
ど
に
つ
い
て

ใ
告
。
東
京
都
内
の
ਃ

݅

数
は
５
４
７
݅
、新
ن
5û
݅
、

更
新
４
９
３
݅
。
更
新
༧
ఆ

事
業
所
に
対
す
る
更
新

は

92
・
１
ˋ
。
ະ
更
新
の
ཧ
༝

は
、
営
業
所
の
ഇ
止
・
ٳ
止

が
一
൪
多
い
。
な
お
、
東
京

の
̜
マ
ー
ク
認
ఆ
ׂ
合（
５


Ҏ
上
事
業
所
数
）は
33
・

７
ˋ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、「
̙
・
Ｅ
評

価
事
業
所
」
に
対
す
る
巡
回

指
導
の
実
施
状
況
、
ద
ਖ਼
化

事
業
調
査
業
務（
̜
メ
ン
調

査
業
務
）に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
説
明
。
前
回
指
導
で
̙
評

価
事
業
ऀ
の
þ5
ˋ
が
̘
Ҏ
上

に
改
善
し
、
Ｅ
評
価
事
業
ऀ

の
60
ˋ
が
̘
Ҏ
上
に
改
善
し

た
。

川
一
江
෭
支
部
長
、
東
ト
ڠ

٠

ਖ਼
ߒ
෭
会
長
が
出
席

し
、
大
田
۠
側
か
ら
は
、
ླ

木
থ
խ
۠
長
を
は
じ
め
、
川


ਖ਼
ത
෭
۠
長
、
梅
࡚
म
ೋ

࢈
業
経
済
部
長
、
ԕ
౻
জ
都

市
ج
盤
整
備
部
長
ら
が
出
席

し
た
。

ッ
ズ
な
ど
を
د
ଃ
し
て
い
る

も
の
。
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
は
ԫ

色
で
、
反
ࣹ
ࡐ
で
ト
ラ
ッ
ク

の
イ
ラ
ス
ト
と
ަ
通
҆
全
の

จ
字
が
ϓ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い

る
。
夕

れ
時
に
も
自
動
車

や
自
転
車
か
ら
の
視
認
ੑ
が

高
く
、
こ
れ
ま
で
高
い
評
価

を
ಘ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

年
で
４
回
目
の
د
ଃ
と
な
っ

た
。な

お
、
ଃ
呈
式
に
は
、
浦

田
װ
உ
教
ҭ
長
、
٢

達
༤

ֶ
ߍ
教
ҭ
部
長
、

田
こ
う

じ
港
۠
議
会
議
һ
が
出
席
。

港
支
部
か
ら
は
、
ࡔ
田
支
部

長
、
新
Ҫ
༟
ี
青
年
部
෭
部

長
が
同
席
し
た
。

٠ҕһ

ླ۠ʹཁॻΛख͢୩ࢧޱ෦ʢதԝʣɺಉ
੮しͨ٠෭会ʢྡࠨʣɺ؛෭ࢧ෦ʢࠨʣɺՃ
෭ࢧ෦ʢӈʣ

τーτόοグΛखʹ͢Δਗ਼Ո۠ʢதԝʣͱँײঢ়
Λडྖしͨࢁຊ੨年෦ʢӈ͔Β̏ਓʣɺಉ੮しͨ
ʢӈ͔Βʣࢧాࡔ෦ɺ৽Ҫ੨年෦෭෦ɻʢ͔ࠨΒʣ
ా۠ٞ会ٞһɺ٢ֶڭߍҭ෦ɺӜాڭҭ

େా۠へ業ք支援をཁ
ॏ

ࢧ
ԉ

ํ
ަ

ۚ
ͷ
׆
༻
Ͱ

交
通
安
全
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
寄
贈

౦
ト
協
大
田
支
部

ࣄ
ۀ
࣮
施
ঢ়
گ
を
த
ؒ
ใ
ࠂ

ॏ

ࢦ
ಋ
Ͱ
վ
ળ
Έ
Β
Ε
Δ

東ト協 適正化事業指導委員会

東
ト
協
適
正
化
事
業
部

適
正
化
だ
よ
り
を
発
行

౦
ト
協

港
支
部
青
年
部
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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
は
、ୈ
6û
回「
ਖ਼

し
い
運
転
・
明
る
い

༌
送
運
動
」
期
間
中

（
11
月
16
日
～
ྩ
和

７
年
１
月
10
日
）に

ޭ

の
あ
っ
た
༏
ྑ

な
ै
業
һ
・
事
業
所
・

ஂ
体
を
表
জ
し
ま
す
。
࣍
の

表
জ
ج
準
に
֘
当
す
る
ै
業

һ
・
事
業
所
な
ど
に
つ
い
て

は
、
所
ଐ
支
部
を
通
じ
て
、

東
ト
ڠ
本
部
へ
ਪ
ન
し
て
く

だ
さ
い
。
ఏ
出
期
ݶ
は
ྩ
和

７
年
１
月
1þ
日
ま
で
。

˙
ද
জ
ج
४

「
ਖ਼
し
い
運
転
・
明
る
い

༌
送
運
動
」
の
実
施
に
あ
た

り
、
࣍
の
ج
準
に
֘
当
す
る

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
や
༌
送

取
扱
事
業
の
ै
業
һ
・
事
業

所
・
ஂ
体
に
つ
い
て
、
選
ߟ

の
上
、表
জ
す
る
。

ᾇ
本
運
動
中
に
ແ
事
ނ

で
、
か
つ
本
運
動
を
含
む
ྐྵ

年
の
１
年
間
に
ই
害
Ҏ
上
の

大
き
な
事
ނ
を
起
こ
さ
な
か

っ
た
ै
業
һ
・
事
業
所（
車

両
の
ଛ
յ
・
࡞
業
事
ނ
・
ަ

通
事
ނ
な
ど
全
て
を
事
ނ
と

み
な
し
、
ྐྵ
年
と
は
１
月
１

日
～
同
年
12
月
31
日
ま
で
を

い
う
）

ᾈ
本
運
動
期
間
中
に
本
運

動
の
目
標
に
ఴ
う
事
߲
に
関

し
、
関

当
ہ
・
地
方
ެ
ڞ

ஂ
体
あ
る
い
は
荷
主
か
ら
、

東
ト
ڠ
フ
ェ
ス

タ
２
０
２
４
実

行
ϓ
ロ
δ
ェ
ク

ト（

本
勝

リ

ー
ダ
ー
）は
10
月

15
日
、
東
ト
૯
合

会
館
で
ୈ
９
回

Ｗ
（̜
Ｗ
̴
̱
ซ

用
）を
開
࠵
。
９

月
15
日
に
ौ
୩
۠

の
代
々
木
ެ
Ԃ
で
開
࠵
し
た

「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
̩
̤

̠
̮
̤
２
０
２
４
～

子

で
体
験
҆
全
と

ڥ
」
の

૯
ׅ
と
と
も
に
、
実
施
ใ
告

書
の
取
り
ま
と
め
な
ど
に
つ

い
て
৹
議
・
ྃ
ঝ
し
た
。

開
࠵
に
先
立
ち
ᖒ
഼
३
Ｗ

̜
リ
ー
ダ
ー
は
、「
今
年
の

フ
ェ
ス
タ
が
ॵ
い
中
、
大
き

な
事
ނ
も
な
く
で
き
た
こ
と

は
、
Ｗ
̜
メ
ン
バ
ー
、
会
һ

事
業
ऀ
を
は
じ
め
、
օ
様
の

ڠ
力
の
ࣀ
と
感
じ
て
い
る
。

今
後
の
開
࠵
に
つ
い
て
は
、

Ｗ
̜
の
中
で
ݕ
౼
し
、
方
向

ੑ
を
示
せ
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
」と
ड़
べ
た
。

実
施
ใ
告
書
に
よ
る
と
、

天
ީ

れ
、
最
高
気
Թ
3û
・

４
ˆ
を
記

。
最
終
的
な
来

場
ऀ
数
は
ࡢ
年
を
上
回
る
１

ສ
３
５
０
９
人
と
な
っ
た
。


֎
ス
テ
ー
δ
で
は
、
Φ

ー
ϓ
χ
ン
グ
セ
Ϩ
モ
χ
ー
、

表
জ
式
を
ൽ
切
り
に
、
様
々

な
ϓ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

ク
ロ
ー
δ
ン
グ
セ
Ϩ
モ
χ
ー

त
業
で
使
用
す
る
タ
ブ
Ϩ
ッ

ト


に
、
フ
ェ
ス
タ
開
࠵

の
お
知
ら
せ
を
ಧ
け
た
。

こ
れ
ら
の
内
༰
を
踏
ま

え
、
ใ
告
書
の
取
り
ま
と
め

に
つ
い
て
ྃ
ঝ
し
た
。


本
ϓ
ロ
δ
ェ
ク
ト
リ
ー

東
ト
ڠ
各
専
門
部

会
と
関
東
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
海
上
コ
ン
テ
ナ

部
会
、
関
東
・
ߕ
信

越
重
量
部
会
は
10
月

15
日
、
合
同
で「
特

घ
車
両
通
行
ڐ
可
੍

度
ٴ
び
ج
準
؇
和
に
関
す
る

ݚ
म
会
」
を
̯
̾
̾
̼
に
よ

る
Φ
ン
ラ
イ
ン
で
開
࠵
し
、

受
ߨ
ऀ

１
̔
０
人
が
参
加

し
た
。

ݚ
म
会
ୈ
１
部
で
は
、
パ

シ
フ
ỹ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン

π
σ
δ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
事
業

本
部
ٕ
ज़
ސ
問
の
江
田
重
೭

ࢯ
が「
特

घ
車
両
通

行
ڐ
可
੍
度
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
ߨ
演
。
特
घ
車
両
通

行
ڐ
可
੍
度
の
ྺ
࢙
、
道
路

の

ٺ
化
の
現
状
、
特
घ
車

両
通
行
ڐ
可
੍
度
と
特
घ
車

両
通
行
確
認
੍
度
と
の
ҧ
い

な
ど
に
つ
い
て
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
し
た
。

ま
た
、
特
घ
車
両
通
行
੍

度
に
関
す
る
見

し
・
利
ศ

ੑ
の
向
上
と
し
て
、
通
行
手

続
き
の
利
ศ
ੑ
の
向
上
、


間
通
行

݅
؇
和
の
試
行
に

つ
い
て
説
明
。
利
用
ଅ
進
に

向
け
た
取
り

み
状
況
と
し

て
、
道
路

ใ
の
電
子
化
の

Τ
リ
ア
拡
大
、
確
認
੍
度
の

ཧ
解
ଅ
進
、
シ
ス
テ
ム
の
利

ศ
ੑ
向
上
を
進
め
て
い
る
と

し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
不

の

解
ফ
や
ಇ
き
方
改
革
の
実
現

の
た
め
、
道
路
構

の
保
全

東
ト
ڠ
ロ
δ
ス
テ
ỹ
ク

ス
ݚ
ڀ
会（
٢
本

一
本
部

長
）は
10
月
７
日
、
東
ト
૯

合
会
館
で
ྩ
和
６
年
度
セ
ミ

ナ
ー
を
開
࠵
し
た
。
開
࠵
に

あ
た
り
٢
本
本
部
長
が
あ
い

さ
つ
し
、「
車
が
あ
り
、
事

が
出
て
き
て
い
る
の
に
、
人

が
い
な
い
た
め
、
お
客
様
の

要

に
応
え
ら
れ
な
い
状
況

も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
本
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は

人
ࡐ
ҭ
成
・
確
保
の
た
め
の

取
り

み
を
説
明
す
る
と
と

も
に
、
２
０
２
４
年
問
題
に

関
し
て
、
運
賃
・
料
金
の


上
げ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃
上

げ
を
テ
ー
マ
に
ߨ
演
い
た
だ

く
。
事
業
の
参
ߟ
と
し
て
ほ

し
い
」と
ड़
べ
た
。

ݚ
म
で
は
ま
ず
、
東
ト
ڠ

東
ト
ڠ
ঁ
ੑ
部

（
原
ྰ
子
本
部
長
）

は
10
月
10
日
、
ྩ
和

６
年
度
一
日
ݚ
म
見

ֶ
会
を
実
施
し
、
埼

玉
県
戸
田
市
の
Ϙ
ー

ト
Ϩ
ー
ス
戸
田
を
視


し
た
。
見
ֶ
会
に

は
౻
Ҫ
千
ࢬ
子
・
౻

田
༝
美
子
・
本
田
美

ஐ
代
෭
本
部
長
を
は

じ
め
、
ঁ
ੑ
部
会
һ
13
人
が

参
加
。
ᖒ
഼

३
中
央
支
部

長
、
৫
田
ཅ

一
東
京
運
༌

支
ہ
長
が
同

行
し
た
。

東
ト
ڠ
で

は
、
社
会
と

多
ຎ
支
部
の
日
本
Ｗ
̴
̥
流

通
代
表
取
క

の
҆
田
म
ࢯ

が「
物
流
業
ք
説
明
会
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
ߨ
演
。
҆

田
ࢯ
は
、
同
支
部
が
企
ը
す

る
物
流
業
ք
説
明
会
の
取
り


み
を
通
じ
て
、
か
つ
て
ҟ

業
種
か
ら
の
求
৬
ऀ
は
ト
ラ

ダ
ー
は
、
෮
興
支
ԉ
ブ
ー
ス

で
ඃ
ࡂ
し
た
石
川
県
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
ऀ
へ
の
ื
金

׆
動
を
行
い
、
10
ສ
円
が
ू

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
フ
ェ
ス

タ
実
行
ϓ
ロ
δ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
石
川
県
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

「
能
ొ
半
ౡ
地

ࡂ

害
見

金
」
へ
د
ෟ

す
る
と
説
明
し
た
。

د
ෟ
金
は
、
全
ト
ڠ

青
年
部
会
北

信
越

ブ
ロ
ッ
ク
ݚ
म
会
が

10
月
1ÿ
日
に
石
川
県

で
開
࠵
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
参
加
す
る
東

ト
ڠ
青
年
部
の
ࠤ
౻

จ
平
本
部
長
が

本

リ
ー
ダ
ー
の
名
代
と

し
て
、
石
川
県
ト
ڠ

に
ଃ
呈
す
る
。
こ
れ

は
、
地

ඃ
ࡂ
地
で

は
߽
Ӎ
に
よ
る
水
害

感
ँ
も
し

く
は
表
জ

さ
れ
た
ै

業
һ
・
ஂ
体

ᾉ
荷

機
ց
・
自
動
車
部


お
よ
び
࡞
業
方
๏
な
ど
の

発
明
・
ߟ
案
も
し
く
は
改
ྑ

を
行
い
、
事
業
経
営
の
改
善

向
上
に
د
༩
し
た
ऀ

ᾊ
人
໋
ٹ
ॿ
、
重
大
事
ނ

も
し
く
は
ة
ݥ
物
の
事
ނ


お
よ
び
ަ
通
の
҆
全
の
確
保

を
前
ఏ
に
、
今
年
４
月
̔
日

か
ら
ݶ
ఆ
的
な

݅
で
؇
和

の
試
行
を
開
始
し
て
お
り
、

ద
用
状
況
の

Ѳ
・
分
ੳ
、

ޮ
果
ݕ
ূ
な
ど
を
実
施
し
、


間
通
行

݅
の
ࡏ
り
方
を

ݕ
౼
す
る
。

ୈ
２
部
で
は
、
関
東
運
༌

ہ
自
動
車
ٕ
ज़
҆
全
部
ٕ

ッ
ク
運
送
業
ք
に
つ
い
て
知

ら
ず
、
興
味
を
๊
か
な
か
っ

た
と
指
ఠ
。

説
明
会
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー

を
通
じ
て
求
৬
ऀ
に
業
ք
で

ಇ
く
イ
メ
ー
δ
を
๊
い
て
も

ら
っ
て
か
ら
、
各
社
の
ブ
ー

ス
を
回
る
こ
と
で
、
採
用
に

繋
が
る
も
の
。
現
ࡏ
は
、
各

ϋ
ロ
ー
ϫ
ー
ク
の
ڠ
力
に
よ

ज़
՝
の
ਂ
江
ஐ
و
ࢯ
が「
ج

準
؇
和
認
ఆ
要
ྖ

に
つ
い

て
」
と
題
し
て
ߨ
演
。
ج
準

؇
和
自
動
車
の
認
ఆ
要
ྖ
の

一
部
改
ਖ਼
に
よ
り
、
؇
和
期

ݶ
の
Ԇ
長
や
、
ਃ

ఏ
出
書

面
の
一
部
؆
ૉ
化
、
変
更
ਃ


か
ら
ಧ
出
੍
へ
の
変
更
な

ど
に
つ
い
て
説
明
。

҆
全
ੑ
༏
ྑ
事
業
所
認
ఆ

（
̜
マ
ー
ク
）を
受
け

て
い
る
事
業
所
か
ら
の

ਃ

は
、

݅
が
追
加

さ
れ
ແ
期
ݶ
と
な
っ
た

が
、
̜
マ
ー
ク
を
失
ޮ

し
た
ࡍ
に
認
ఆ
時
の
؇

和

݅
に
ै
わ
な
い
場

合
の
ج
準
؇
和
の
取
ফ

ॲ
分
に
つ
い
て
明
確
化

さ
れ
た
ほ
か
、
速
度
੍

ݶ

置（
Ｎ
Ｒ
）
機
能

の
一
時
的
解
আ
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

に
再
び
見

わ
れ
る
な
ど
、

ਝ
速
な
支
ԉ
が
必
要
と
の


断
に
よ
る
も
の
。

続
い
て
、
フ
ェ
ス
タ
関
連

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
初
め
て

の
開
࠵
と
な
る「
ト
ラ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
フ
Ỽ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」の
入

ऀ
選
ߟ
を
行
い
、

最
༏
ल

１
人
、
特
ผ

２

人
、入

10
人
を
ܾ
ఆ
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
フ
ェ
ス
タ
の

来
場
ऀ
、
各
支
部
・
参
加
৬

һ
へ
の
ア
ン
έ
ー
ト
結
果
、

支
部
ใ
告
会
の
開
࠵
、
ڠ
ࢍ

会
һ
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い

て
৹
議
・
ྃ
ঝ
し
た
。

今
後
、
フ
ェ
ス
タ
２
０
２

５
に
向
け
て
、
開
࠵
時
期
・

ස
度
、
場
所
、
開
࠵
内
༰
の

見

し
な
ど
を
改
め
て
ݕ
౼

し
、開
࠵
可
൱
を
ࢾ
る
た
め
、

再
度
Ｗ
̜
を
開
࠵
す
る
。

り
、
多
く
の
参
加
ऀ
が

ू
ま
る
と
説
明
し
た
。

さ
ら
に
、
中
小
企
業

で
は
新
入
社
һ
に
対
し

て
े
分
な
社
һ
ݚ
म
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
も
多
く
、
業
ք
で

৬
業
܇
࿅
施
設
が
必
要

と
し
た
。

続
い
て
、
京
都
大
ֶ

大
ֶ
院
工
ֶ
ݚ
ڀ
Պ
教

त
の
౻
Ҫ
૱
ࢯ
が「
物

流
サ
ー
ビ
ス

上
げ
／

ド
ラ
イ
バ
ー
賃
上
げ
の

た
め
に
、
新
૯
ཧ
は
何

を
す
べ
き
な
の
か
？
」

と
題
し
て
ߨ
演
。
౻
Ҫ

ま
で
、
終
日
イ
ベ
ン
ト
を


り
上
げ
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
は
、
本
部
・
各
支

部
・
ڠ
ࢍ
ஂ
体
な
ど
の
ブ
ー

ス
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
Τ
リ

ア
、
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
な

ど
の
出
展
、
キ
ッ
チ
ン
Τ
リ

ア
な
ど
多
࠼
な
࠵
し
も
の
を

展
開
。
加
え
て
、
今
年
度
は

「
ࡂ
害
෮
興
」
を
も
う
一
つ

の
テ
ー
マ
と
し
て
、
東
ト
ڠ

の
ٹ
ԉ
物
資
༌
送
ト
ラ
ッ
ク

や
、
自
Ӵ
ୂ
の
ڠ
力
の
も
と

ࡂ
害

ݣ
車
両
を
展
示
し
た

ほ
か
、「
石
川
・
能
ొ
෮
興

支
ԉ
ブ
ー
ス
」を
運
営
し
た
。

開
࠵
に
当
た
り
、
ڠ
会
ホ

ー
ム
ϖ
ー
δ
内
の
フ
ェ
ス
タ

特
設
ϖ
ー
δ
と
と
も
に
、
Ｆ

̰
̲
̴
̱
̾
̾
̺
や
Ｉ
̽
͂

̓
̰
̶
́
̰
̼
な
ど
の
̨
Ｎ

̨
を
通
じ
て

ใ
を
発
信
。

新
た
に
ौ
୩
۠
の
小
ֶ
生
が

止
に
ޭ

が
あ
っ
た
ऀ

ᾋ
そ
の
ଞ
、
事
業
経
営
の

改
善
向
上
、ަ
通
事
ނ

止
、

࡞
業
҆
全
・
サ
ー
ビ
ス
向
上

な
ど
に
関
し
、
ஶ
し
く
ޭ


の
あ
っ
た
ै
業
һ・事
業
所・

ஂ
体˜

ఏ
出
・
問
い
合
わ
せ
先

＝
東
ト
ڠ
業
務
部
ަ
通
・


ڥ
（̜
ὸ
03
・
３
３
５
９
・

３
６
１
̔
）

ࢯ
は
、
先
日
の
自
ຽ
ౘ
૯
ࡋ

選
挙
の
結
果
を
踏
ま
え
、
各

૯
ࡋ
立
ީ
ิ
ऀ
の
業
ք
へ
の

Ө
ڹ
に
つ
い
て
の
見
解
を
示

し
、
石
破
内
ֳ
や
૯
選
挙
後

の
新
内
ֳ
の
見
通
し
な
ど
を

ड़
べ
た
。

２
０
２
４
年
問
題
に
よ
り

今
後
荷
物
が
運
べ
な
く
な
る

ݒ
೦
が
あ
る
と
い
う
前
ఏ

で
、
各
ল
ி
が
連
ܞ
し
た
対

策
が
進
め
ら
れ
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
ऀ
だ
け
で
な
く
荷

主
業
ք
に
も
Ө
ڹ
が
ٴ
Ϳ
こ

と
と
な
っ
た
が
、
全
て
の
問

題
が
解
ܾ
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
前
に
進
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
と
指
ఠ
。
業
ք
内
で

悪
い
事
業
ऀ
が
排
আ
さ
れ
る

こ
と
で
、
ద
ਖ਼
な
物
流
サ
ー

ビ
ス
価
֨
に
な
っ
て
い
く
と

思
わ
れ
る
が
、
༌
送
力
ڙ
給

に
問
題
が
な
い
と
し
て
も
、

業
ք
に
お
け
る
՝
題
へ
の
対

応
が
必
要
で
あ
る
と
ૌ
え
続

け
る
こ
と
が
重
要
と
し
た
。

の
ڞ
生
を
ਤ
る
た
め
、
ަ
通

事
ނ

止
や

ڥ
保
全
に
取

り

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

ެ
営
ڝ
ٕ
を
通
じ
て
社
会
ߩ

ݙ
を
す
る
Ϙ
ー
ト
Ϩ
ー
ス
戸

田
の
運
営
手
๏
な
ど
を
参
ߟ

と
す
る
た
め
実
施
さ
れ
た
も

の
。Ϙ

ー
ト
Ϩ
ー
ス
戸
田
で

は
、
今
年
度
１
９
̔
日
の
Ϩ

ー
ス
と
51
日
の
場
֎
発
ച
を

実
施
༧
ఆ
と
し
て
お
り
、
地

域
に
ߩ
ݙ
し
、
フ
Ỹ
ン

を
楽
し
ま
せ
る
た
め
の

施
設
や
子
ど
も
に
も
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
企

ը
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
ঁ
ੑ
部
一
行

は
視

終
ྃ
後
、
草
加

市
の
草
加
ઝ

ؙ
草
一


工
場
を
訪
れ
、
手
ম

き
体
験
コ
ー
ス
に
参
加

し
、
ઝ

が
で
き
あ
が

る
工
ఔ
を
ֶ
Ϳ
と
と
も

に
、
ઝ

の
手
ম
き
に


ઓ
し
た
。

実
ࢪ
ใ
ࠂ
Λ
औ
Γ
·
ͱ
Ί

１
万
３
５
０
９
人
が
来
場

ಛ
ं
ڐ
Մ
੍

ɾ
ج
準
؇

Ͱ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹΦ
ϯ
ϥ
Π
ϯ
ݚ
म
会

ద

ͳ
ར
༻
Λ
ݺ
ͼ
͔
͚
Δ

ਓ
ࡐ
֬
อ

賃
্
͛
Λ
ς
ồ
Ϛ
ʹ

ࣾձݙߩのऔをࢹ

東ト協 フェスタＷＧ

東ト協ઐ෦ձͳͲ

ޭ

ऀ
ࣄ
ۀ
ॴ

ͷ
ਪ
ન
Λ

݄̓̍øþਪન
ݶظ

全
ト
協

ୈ
ýû
ճ
「
ਖ਼
͠
͍
ӡ
స
ɾ
໌
Δ
͍
༌
ૹ
ӡ
ಈ
」ද
জ

東ト協

ϩ
δ
ݚ
η
ϛ
φ
ồ

Ұݚमֶݟձ
東ト協 ঁੑ෦
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注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和６年９月末年間累計
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 74 38 22 5 0 15 2 0 0 25 181
関与事故件数 72 31 24 5 0 16 2 0 0 74 224
（前年比） +8 −9 −1 −2 ±0 +3 −3 ±0 ±0 −19 −23

中
型

１当件数 42 27 15 5 0 13 3 0 1 31 137
関与事故件数 46 26 20 5 0 8 3 1 1 65 175
（前年比） −8 −6 −1 −5 ±0 −6 −3 +1 +1 −8 −35

準
中
型

１当件数 103 69 38 8 6 13 7 0 1 53 298
関与事故件数 105 59 53 8 5 12 10 0 1 136 389
（前年比） −5 −12 +12 +1 +3 −4 +1 −1 ±0 −39 −44

普
通
・
軽

１当件数 334 153 134 30 19 38 20 3 0 130 861
関与事故件数 352 142 170 30 19 33 17 8 0 386 1,157
（前年比） +5 −8 −2 +5 +1 −11 +1 +3 −1 +48 +41

合
計

１当件数 553 287 209 48 25 79 32 3 2 239 1,477
関与事故件数 575 258 267 48 24 69 32 9 2 661 1,945
（前年比） ±0 −35 +8 −1 +4 −18 −4 +3 ±0 −18 −61

死
者
数

大型貨物車（１当） 3 1 1 3 0 0 0 0 0 2 10
中型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
準中型貨物車（１当） 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
普通・軽貨物車（１当） 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

�ྩ݄̒̕
ͷશҬࡏݱ

ͷަ௨ൃނࣄੜ݅ʢຊ
�77݅�ʣɺ2ສܭྦྷͰɺ
લಉظൺ77�݅ݮগ͠ɺ
���ਓͰલಉऀࢮ
ൺ�2ਓ૿Ճͨ͠ɻظ
ɹӦۀ༻՟ंͷؔ༩ނࣄ
ʢ「ҧผ」表ͷԼஈ「」
রʣൃࢀ ੜ݅ʢຊྦྷܭʣ
����݅Ͱɺલಉظൺ

��ऀࢮগ͠ɺݮ݅��
ਓͰલಉظൺ̍ਓݮগ͠
ͨɻ
ɹܕྨނࣄผͰɺӈંࠨ
�22͕ނࣄޓͷं྆૬࣌
݅Ͱલಉظൺ22݅ݮগ
͠ɺऀࢮ̎ ਓͩͬͨɻ
ɹҧผͰɺ̓ શෆ֬ೝ
ʹΑΔؔ༩݅ނࣄ͕�7�
݅Ͱɺલͱಉͱͳͬͯ ͍
Δɻ

たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

◎�横断歩道や停止線の手前でいつでも停止できる速度に減速、または
一時停止を行うとともに指差し呼称等の安全確認を徹底すること。
日　時 10月4日（金） 12時15分頃発生（曇天）
場　所 北区赤羽(東本通り)
当事者 ①自転車（女性50代死亡）̫ ②事業用中型貨物車（男性70代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

北区赤羽

至 北本通り

至 赤羽駅

概　要
Βຊ͔՟ं͕౦ຊ௨ΓΛӋӺํܕத༺ۀࣄ
௨Γํਐߦதɺԣஅาಓ্Λ͔ํࠨΒӈํʹਐߦ
͍ͯͨࣗ͠సंͱিಥͨ͠ͷɻ

◎�高速道路等の単調な道路での走行は漫然運転に陥りやすいこ
とを意識し、常に一定の緊張感を保って運転を行うこと。
日　時 10月15日（火） 10時54分頃発生（曇天）
場　所 あきる野市内（圏央道外回り）
当事者 ①事業用大型貨物車（男性30代）̫ ②自家用普通乗用車（女性30代死亡）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況
至 日の出IC

至 あきる野IC

あきる野市内

概　要

ํ$*ԝಓ֎ճΓΛ͖͋Δݍ՟ंᶃ͕ɺܕେ༺ۀࣄ
ೋंઢಓ࿏ͷ͍ӽ͠ंઢΛʹํ$*Βͷग़͔
ਐਐߦதɺલंͷಈ੩ࢹෆेͷ··ਐͨͨ͠ߦΊɺ
લํͰఀࣗͨ͠ࢭՈ༻ී௨༻ंᶄʹಥ͠ɺͦ ͷޙಉ
ࣗՈ༻ී௨༻ंᶄΛԡ͠ग़ͯ͠ ॱ࣍িಥͤͨ͞ͷɻ

͍߹Θͤઌɿ౦ژτϥοΫڠձۀ�෦交௨ڥ(
͢·͍ͯ͠ࡌܝϗʔϜϖʔδͰ1%'σʔλڠใ౦τނࣄ˞

関
東
運
༌
ہ
は
10
月
1þ

日
、
ԣ
浜
市
の
神
ಸ
川
県
立

青
গ
年
セ
ン
タ
ー
で
、
ྩ
和

６
年「
自
動
車
運
送
事
業
運

転
ऀ
表
জ
式
」
を
開
࠵
し
、

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
関


で
は
2þ
人
が
受

し
た
。

今
年
の
受

ऀ
は
、
同
ہ


内
１
都
７
県
の
ト
ラ
ッ
ク

改
ਖ਼
道
路
ަ
通
๏

が
11
月
１
日
施
行
さ

れ
る
。

自
転
車
運
転
中
の

ܞ
帯
電
話
使
用

に

起
Ҽ
す
る
ަ
通
事
ނ

が
増
加

向
で
あ
る

こ
と
や
、
自
転
車
を

ञ
気
帯
び
状
ଶ
で
運

転
し
た
ࡍ
の
ަ
通
事

ނ
が
ࢮ

・
重
ই
事

ނ
と
な
る
場
合
が
高

い
こ
と
か
ら
、
ަ
通

事
ނ
を

止
す
る
た

め
新
た
な
േ
ଇ
ن
ఆ

を
設
け
た
も
の
。

ス
マ
ー
ト
フ
Ỽ
ン

な
ど
を
手
で
保
持
し
て
、
自

転
車
に
乗
り
な
が
ら
通
話
す

る
行
ҝ
、
ը
面
を

視
す
る

行
ҝ
を
新
た
に
禁
止
と
し

部
門
１
０

３
人
、
バ
ス

部
門
２
０
１

人
、
ϋ
イ
Ϡ

ー
・
タ
ク
シ

ー
部
門
53

人（
う
ち
๏

人
35
人
）の

合
計
３
５
７

人
。
こ
の
う

ち
ト
ラ
ッ
ク

部
門
を
代
表

し
て
、
多
ຎ

運
送（
多
ຎ
支
部
）の
加
ೲ

ਅ
ޛ
ࢯ
に
、
౻
田
ྱ
子
ہ
長

か
ら
表
জ
状
が
त
༩
さ
れ
た
。

౻
田
ہ
長
は
式
ࣙ
で
、「
自

動
車
運
送
事
業
が
今
日
ま
で

利
用
ऀ
に
信
頼
さ
れ
、
社
会

生
׆
の
向
上
と
զ
が
国
の
経

済
の
発
展
に
大
き
く
ߩ
ݙ
し

て
き
た
こ
と
は
、
受

ऀ
の

努
力
や

越
し
た
ٕ
量
の
ࣀ

だ
」と
ޭ

を
ࢌ
え
た
上
で
、

「
新
ܕ
コ
ロ
ナ

イ
ル
ス
の

Ө
ڹ
や
２
０
２
４
年
問
題
な

ど
に
よ
り
、
自
動
車
運
送
事

業
に
ै
事
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

の
人
手
不

は
業
ք
全
体
に

と
っ
て
ਂ
ࠁ
な
問
題
だ
。
そ

の
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
࿑

ಇ

݅
の
改
善
に
資
す
る
ト

ラ
ッ
ク
の
取
引

ڥ
ద
ਖ਼
化

な
ど
を
進
め
て
い
る
。
引
き

続
き
、
օ
様
方
の
よ
う
な
༏

ल
な
ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
え
る

こ
と
を
期
待
し
て
、
関

ল

ி
や
業
ք
ஂ
体
と
連
ܞ
を
ਤ

り
な
が
ら
、
人
手
不

の
解

ফ
や
࿑
ಇ

݅
の
改
善
に
向

け
た
取
り

み
を
し
っ
か
り

と
進
め
て
い
き
た
い
」
と
ड़

べ
た
。

式
య
に
は
来
ෂ
と
し
て
、

関
東
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
の
原
ౡ

౻
ᆹ
෭
会
長（
東
ト
ڠ
෭
会

長
）ら
が
出
席
。
神
ಸ
川
県

タ
ク
シ
ー
ڠ
会
の
ҏ
౻

会

長
、
ܯ
視
ி
ަ
通
部
の
日
下

ਅ
一
ަ
通
部
長
が
ॕ
ࣙ
を
ड़

べ
た
。

ま
た
、
受

ऀ
を
代
表
し

て
̩
̖
̠
̖
Ｉ
̙
̤
ク
ー
ル

フ
ロ
ー（
ਿ
ฒ
支
部
）の
生

ۨ
広
ࢯ
が
ँ
ࣙ
を
ड़
べ
た
。

東
ト
ڠ
関

の
受

ऀ
は

࣍
の
通
り（
ܟ
শ
ུ
、
カ
ッ

コ
内
は
会
社
名
・
支
部
名
）。

࡞

美
洋
勝（
浅
Ҫ
・
大

田
）̃
長
୩
川
৾
一（
同
）̃

生
ۨ
広（
̩
̖
̠
̖
Ｉ
̙
̤

ク
ー
ル
フ
ロ
ー
・
ਿ
ฒ
）
˜


ᬑ
݈
太（
同
）
˜
金
Ԭ
ོ

）࢘
ア
ド
バ
ン
ス
ෙ
ཀ
・
൘

橋
）̃
大
௩
）܆
同
）̃
入
ᖒ


（
同
）̃
ᜊ
౻
༐
太（
同
）

˜
ᜊ
౻
խ
ӫ（
北
ే
シ
ス
テ

ム
༌
送
・
൘
橋
）
˜
木
ଜ
ਫ਼

一
（
田
口
運
送
・
北
）
˜

石
ᖒ
千
明（
౻
田
運
送
・
北
）

˜
松
ࢬ
）܆

山
通
運
・
ਂ

川
）̃
水

ٛ
（ོ
同
）̃
内

田
ਅ
೭（
同
）
˜
٢
田
ݡ
ೋ

（
ࡾ
港
運
༌
・
ਂ
川
）
˜
木

ଜ
広
จ（
ト
ラ
ス
ト
・

ỹ

ン
・
多
ຎ
）̃
ࣰ
ٶ
ষ
ೋ（
Ӭ

山
運
送
・
多
ຎ
）
˜

田
྄

（
ࠤ
౻
清
運
・
多
ຎ
）
˜
加

ೲ
ਅ
）ޛ
多
ຎ
運
送
・
多
ຎ
）

˜
小
川
康
明（
同
）
˜
相
ྑ

߶（
同
）
˜
知
ٱ
؏
）࢘
同
）

˜
天

（
同
）
˜
ླ
木
߂

）࣏
同
）̃
大
部
ਖ਼
人（
東
京

Ϣ
χ
Φ
ン
物
流
・
多
ຎ
）
˜

ඌ
ᖒ
ڡ
）࢘
同
）
˜
川
ມ
ಁ

（
東
ণ
運
༌
・
多
ຎ
）

た
。
ҧ
反
ऀ
は
、６
月
Ҏ
下

の


ຢ
は
10
ສ
円
Ҏ
下
の

േ
金
。
ަ
通
の
ة
ݥ
を
生
じ

さ
せ
た
場
合
、
１
年
Ҏ
下
の



ຢ
は
30
ສ
円
Ҏ
下
の
േ

金
。ま

た
、
自
転
車
の
ञ
気
帯

び
運
転
の
ほ
か
、
ञ
ྨ
の
ఏ

ڙ
や
同
乗
・
自
転
車
の
ఏ
ڙ

に
対
し
て
新
た
に
േ
ଇ
を
整

備
し
た
。
ҧ
反
ऀ
は
、３
年

Ҏ
下
の


ຢ
は
50
ສ
円
Ҏ

下
の
േ
金
。
自
転
車
の
ఏ
ڙ

ऀ
は
、３
年
Ҏ
下
の


ຢ

は
50
ສ
円
Ҏ
下
の
േ
金
。
ञ

ྨ
の
ఏ
ڙ
ऀ
・
同
乗
ऀ
は
、

２
年
Ҏ
下
の


ຢ
は
30
ສ

円
Ҏ
下
の
േ
金
。

な
お
、「
運
転
中
の
な
が

ら
ス
マ
ホ
」
や「
ञ
気
帯
び

運
転
」
は
、
自
転
車
運
転
ऀ

ߨ
श
੍
度
の
対


と
な
る
。

౦
ト
ڠ
ؔ

ùþ
ਓ
が
ड


自動車運転者表彰ؔ運ہ

11
ʗ
１
վ
ਖ਼
ಓ
ަ
๏
ࢪ
ߦ

ࣗసंのεϚϗɾञؾଳͼのേଇڧԽ
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調
査
対

時
期
は
７
月
31

日
時
点
。
回

数
は
１
６
７

事
業
（ऀ
Ҏ
下
、
回

ׂ
合

は
各
設
問
の
有
ޮ
回

に
対

す
る
構
成

、
増
ݮ
は
ྩ
和

６
年
１
月
の
前
回
調
査
ൺ
）。

現
行
の
ऩ
受
運
賃
・
料
金

は
ر

よ
り「
গ
し
低
い
」

（
5þ
・
０
ˋ
）が
最
も
多
く
、

こ
れ
に「
低
い
」（
26・１
ˋ
）、

「
ۃ
め
て
低
い
」（
３
・
０
ˋ
）

を
加
え
たứ
低
い
Ừ
全
体
で

は
ÿ6
・
１
ˋ
と
、
前
回
よ
り

１
・
９
⻲
増
加
し
、「
ر


東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
協
同

組
合
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、第
41
回

「
運
賃
動
向
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」結
果
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、現
行
の
収
受
運
賃
・
料
金

は「
希
望
よ
り
低
い
」と
の
回
答
が

８
割
以
上
と
依
然
多
い
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、「
標
準
的
な
運
賃
」の
届
出

状
況
は「
届
出
済
み
」（
み
な
し
・
令

和
２
年
告
示
継
続
利
用
を
含
む
）と

「
届
出
予
定
」
を
合
わ
せ
て
83
％
を

占
め
て
い
る
。

通
り
」（
13
・
９
ˋ
）が
２
・

０
⻲
ݮ
গ
し
た（
ά
ϥ
ϑ
ᶃ
）。

ứ
低
い
Ừ
と
回

し
た
事

業
ऀ
が
ر

す
る
ׂ
増


は
、「
５
ˋ
Ҏ
上
～
10
ˋ
ະ

満
」（
û1
・
１
ˋ
）が
最
も
多

く
、Ҏ
下
、多
い
ॱ
に「
10
ˋ

Ҏ
上
～
15
ˋ
ະ
満
」（
32
・
６

ˋ
）、「
15
ˋ
Ҏ
上
～
20
ˋ
ະ

満
」（
12
・
̔
ˋ
）、「
20
ˋ
Ҏ

上
」（
10
・
６
ˋ
）。

「
標
準
的
な
運
賃
」
に
つ

い
て
は
、「
ಧ
出
済
み（
み
な

し
ద
用
を
含
む
）」（
53
・
６

ˋ
）、「
ྩ
和
２
年
告
示
を
ܧ

続
使
用
」（
20
・
５
ˋ
）が
７

ׂ
Ҏ
上
で
、「
ಧ
出
す
る
༧

ఆ
」（
９
・
６
ˋ
）と
合
わ
せ

て
ÿ3
・
７
ˋ
と
な
り
、
全
国

平
均
・
東
京
都
平
均
を
大
き

く
上
回
る
。
一
方
で「
ಧ
出

し
な
い
」（
16
・
３
ˋ
）と
な

っ
て
い
る（
ά
ϥ
ϑ
ᶄ
）。

「
ྩ
和
２
年
告
示
を
ܧ
続

使
用
」「
ಧ
出
す
る
༧
ఆ
」と

回

し
た
事
業
ऀ
に
よ
る
荷

主
な
ど
と
の
ަ
ব
状
況
は
、

「
ަ
ব
し
た
」（
ûû
・
９
ˋ
）

が
前
回
よ
り
̔
・
４
⻲
増

加
、「
ަ
ব
す
る
༧
ఆ
」（
1ÿ
・

̔
ˋ
）は
̔
・
２
⻲
ݮ
গ
し

た
。
一
方
で「
ަ
ব
し
な
い
」

（
26
・
１
ˋ
）と「
ަ
ব
で
き

な
い
」（
10
・
１
ˋ
）を
合
わ

せ
て
36
・
２
ˋ
と
３
分
の
１

Ҏ
上
を

め
て
い
る
。

「
標
準
的
な
運
賃
」
に
つ

い
て
荷
主
な
ど
と「
ަ
ব
し

た
」結
果
は
、「
認
め
ら
れ
た
」

（
û1
・
０
ˋ
）が
12
・
７
⻲

の
大
幅
な
増
加
と
な
り
、「
ܧ

続
し
ަ
ব
中
」（
31
・
１
ˋ
）」

を
上
回
り
、
೪
り
強
い
運
賃

ަ
ব
の
成
果
と
分
ੳ
し
て
い

る
。
一
方
で
、
ద
用
を「
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
」（
21
・
３

ˋ
）が
７
・
０
⻲
の
ݮ
গ
と

な
っ
た（
ά
ϥ
ϑ
ᶅ
）。

「
ަ
ব
し
な
い
」「
ަ
ব
で

き
な
い
」
ཧ
༝
と
し
て
は
、

「ứ
標
準
的
な
運
賃
Ừ
を
受
け

入
れ
て
も
ら
え
な
い
と
思
う

た
め
」（
6þ
・
４
ˋ
）が
最
も

多
く
３
分
の
２
を

え
る
。

「
今
後
の
取
り
引
き
を
断
ら

れ
る（
可
能
ੑ
が
あ
る
）た

め
」（
19
・
６
ˋ
）が
前
回
調

査
か
ら
12
・
６
⻲
の
大
幅
な

増
加
と
な
っ
た
。

今
回
、
新
た
な
࣭
問
と
し

て「
２
０
２
４
年
問
題
」
に

お
け
る
߆
ଋ
時
間
な
ど
の
縮

ݮ
に
向
け
た
対
応
策
で
は
、

社
内
対
策
と
し
て
、「
߆
ଋ
時

間
、࿑
ಇ
時
間

ཧ
の
ప
ఈ
」

（
û2
・
３
ˋ
）、「
σ
δ
タ
コ
、

運
行

ཧ
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

Ｉ
̩
׆
用
」（
19・９
ˋ
）、「
ै

業
һ
の
࿑
ಇ
時
間
ݮ
গ
へ
の

対
応
」（
19
・
６
ˋ
）、「

送

ル
ー
ト
・
運
行
計
ը
な
ど
の

見

し
」（
1û
・
９
ˋ
）を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
荷
主

な
ど
へ
の
対
策
と
し
て
は
、

「
待
機
時
間
の
ݮ
গ
に
よ
る

߆
ଋ
時
間
・
࿑
ಇ
時
間
の
短

縮
」（
ûû
・
̔
ˋ
）、「
運
賃
の


上
げ
」（
3þ
・
６
ˋ
）、「


送
ޮ

の
向
上
」（
16・０
ˋ
）

と
な
っ
た
。

業
ք
の
՝
題
と
な
っ
て

い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
不

に

関
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
平

均
年
齢
が「
û5
ࡀ
Ҏ
上
50
ࡀ

ະ
満
」（
22
・
̔
ˋ
）、「
50
ࡀ

Ҏ
上
55
ࡀ
ະ
満
」（
û3
・
１

ˋ
）、「
55
ࡀ
Ҏ
上
60
ࡀ
ະ
満
」

（
15
・
６
ˋ
）で
、平
均
年
齢

が
50
ࡀ
Ҏ
上
と
な
る
事
業
ऀ

は
65
・
９
ˋ
で
、
前
回
調
査

か
ら
３
・
̔
⻲
増
加
し
た
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ॆ


状
況
に
つ
い
て
は
、「
গ

し

り
な
い
」（
û9
・
４
ˋ
）、

「
か
な
り
不

し
て
い
る
」

（
1û
・
５
ˋ
）、「
完
全
に
不


し
て
い
る
」（
10
・
２
ˋ
）

で
、
合
わ
せ
たứ
不

Ừ
が

þû
・
１
ˋ
と
前
回
調
査
か
ら

０
・
５
⻲
増
加
す
る
な
ど
、

ド
ラ
イ
バ
ー
不

の
ਂ
ࠁ
さ

が
増
し
て
い
る
。

自
動
車
事
ނ
対
策
機
構

（
Ｎ
̖
̨
̫
̖
）は
11
月
１

日
か
ら
、
運
行

ཧ
ऀ
指
導

ߨ
श
の
̴
ラ
ー
χ
ン
グ
ߨ
श

「
̴
ナ
ス
バ
」の
開
）ߨ
12
月

１
日
）に
伴
い
、
Ｎ
̖
̨
̫

̖
ホ
ー
ム
ϖ
ー
δ
で
受
ߨ
ਃ

し
込
み
を
開
始
す
る
。

国

ަ
通
ল

は
、
中
ܧ
༌
送

の
整
備
に
向
け

た
取
り

み
の

ਪ
進
に
あ
た

り
、
関
東
ݍ
内

の
運
༌
事
業
所

に
対
し
、
そ
の

ҙ
向
や
取
り

み
状
況
の
ア

ン
έ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

も
の
。
こ
れ
に
伴
い
、
同
調

査
へ
の
ڠ
力
を
ݺ
び
か
け
て

い
る（
ຊ
号
ʹ
ґ
པ
จ
Λ
ಉ

෧
）。

˔
౦
ژ

τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ

ձ
、
ौ
୩
۠
・
代
々
木
ެ
Ԃ

で「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
̩

̤
̠
̮
̤
２
０
２
４
」
を
開

࠵
す
る
。
残
ॵ
厳
し
い
中
、

家
族
連
れ
な
ど
１
ສ
３
５
０

９
人
が
来
場
す
る（
15
日
）

˔
౦
τ
ڠ
、
運
༌
҆
全
ҕ

һ
長
名
で
会
һ
事
業
ऀ
に

対
し
て「
ަ
通
事
ނ
ະ
然


止
の
た
め
の
ಇ
き
か
け
に
つ

い
て
」
を
発
出
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て

ҙ
ש
起
な

ど
、
ަ
通
事
ނ
の
ະ
然

止

を
求
め
る（
1ÿ
日
）

˔
ؔ
౦
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ
ձ
、

ྩ
和
６
年
度
・
ୈ
6þ
回
事
業

ऀ
大
会
を
千
葉
県
木
更
津
市

で
開
࠵
す
る
。
１
都
７
県
か

ら
３
̔
６
人
が
参
ू
し
、
２

０
２
４
年
問
題
を
テ
ー
マ
と

す
る
シ
ン
ポ
δ

ム
が
行
わ

れ
、
一
க
ஂ
結
し
た
対
応
を

確
認
す
る（
19
日
）

˔
౦
τ
ڠ
、
ळ
の
全
国
ަ

通
҆
全
運
動
の
実
施
に
当
た

り
、
ަ
通
҆
全
運
動
を
ੵ
ۃ

的
に
ਪ
進
す
る
。「
街
಄
׆

「
̴
ナ
ス
バ
」

は
、
̖
Ｉ
に
よ
る

本
人
認
ূ
な
ど
の
不
ਖ਼
受
ߨ


止
対
策
を
行
い
、
対
面
な

ど
の
ߨ
श
と
同

の
水
準
で

の
指
導
ߨ
श
を
ఏ
ڙ
す
る
も

の
。
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
を
利

用
し
、
カ
メ
ラ

き
パ
ι
コ

ン
や
タ
ブ
Ϩ
ッ
ト


な
ど

か
ら
、
い
つ
で
も

ҙ
の
場

所
で
受
ߨ
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。

受
ߨ
料
は
ج
ૅ
ߨ
श
９
５

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
タ

ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高
圧
ガ
ス

部
会
は
11
月
１
日
か
ら
1û
日

ま
で
、
ྩ
和
６
年
度「
ة
ݥ

物
荷
Է
し

時
相
ޓ
立

会
い
ਪ
進

全
国
一
੪

キ
ャ
ン
ϖ
ー
ン
」
を
実
施
す

る
ة。

ݥ
物
の
荷
Է
し
時
に
お

け
る
ࠞ
༉
や
Φ
ー
バ
ー
フ
ロ

ー
な
ど
の
事
ނ

止
に
向
け

て
、
ফ

๏
な
ど
で
ٛ
務


け
ら
れ
て
い
る「
相
ޓ
立
会

い
」
に
よ
る
確
認
を
ప
ఈ
す

る
た
め
、石
༉
連
・ໍ全
国
石

༉

業

合
連
合
会
と
の
ڞ

࠵
で
ຖ
年
行
っ
て
い
る
も
の
。

キ
ャ
ン
ϖ
ー
ン
で
は
、
荷

Է
し
時
に
お
け
る
ᶃ
ೲ

書

の
確
認
、
ᶄ
荷
Է
し
前
タ
ン

ク
ࡏ
ݿ
量
と
荷
Է
し
数
量
の

確
認
、
ᶅ
荷
Է
し
ॱ
ং
の
確

認
、ᶆ

༉
口（
༉
種・数
量
）

と
ホ
ー
ス
の
結
合（
ۓ
結
）状

況
の
確
認
、
ᶇ

荷
Է
し
後
タ
ン

ク
ࡏ
ݿ
量
の
確

認
、ᶈ
受
ྖ
書・

荷
Է
し
確
認
書

の
確
認
Ổ
Ổ
を

ప
ఈ
す
る
よ
う

ݺ
び
か
け
る
。

６
０
円
、
一
ൠ
ߨ
श
３

̔
６
０
円（
い
ず
れ
も

੫
込
、
テ
キ
ス
ト

送
料
を

含
む
）

受
ߨ
期
間（
ਃ
込
期
間
）

は
࣍
の
通
り
。

˜
ᶃ
12
月
１
日
～
12
月
30

日（
11
月
１
日
～
1û
日
）、ᶄ

ྩ
和
７
年
１
月
１
日
～
１
月

30
日（
11
月
15
日
～
12
月
15

日
）、
ᶅ
７
年
２
月
１
日
～

３
月
２
日（
12
月
16
日
～
７

年
１
月
1û
日
）、
ᶆ
７
年
３

月
１
日
～
３
月
30
日（
７
年

１
月
15
日
～
２
月
13
日
）

˞
ྫ
え
ば
12
月
受
ߨ
の
場

合
、
12
月
１
日
か
ら
受
ߨ
可

能
、
12
月
30
日
ま
で
に
受
ߨ

を
完
ྃ
す
る
必
要
が
あ
る

ਃ
込
方
๏
、
ৄ
ࡉ
は
Ｎ
̖

̨
̫
̖
ホ
ー
ム
ϖ
ー
δ（I

U
UQ
T���X

X
X
�O
BTWB�

HP�KQ
�GV
TFHV

�FMFBS
OJOH�I

UN
M

）を
参
照

˜
問
い
合
わ
せ
先
＝
自
動

車
事
ނ
対
策
機
構（
Ｎ
̖
̨

̫
̖
）
҆
全
指
導
部
指
導
ߨ

श
グ
ル
ー
ϓ（
ὸ
03
・
５
６

０
̔
・
７
６
４
１
）

動
౷
一
実
施
日
」
に
は
21
支

部
が
歩
調
を
合
わ
せ
、
ト
ラ

ッ
ク
ス
ト
ッ
ϓ
࡞
ઓ
や
街
಄

׆
動
を
展
開
し
、
ަ
通
҆
全

を
ݺ
び
か
け
る（
26
日
）

˔
ࠃ

ަ
௨
ল
、「
流
通
業

務
の
૯
合
化
ٴ
び
ޮ

化
の

ଅ
進
に
関
す
る
๏

ٴ
び
՟

物
自
動
車
運
送
事
業
๏
の
一

部
を
改
ਖ਼
す
る
๏

」
に
よ

る
改
ਖ਼
後
の
物
資
の
流
通
の

ޮ

化
に
関
す
る
๏

の
荷

主
・
物
流
事
業
ऀ
に
対
す
る

ن
੍
的
ા
置
の
施
行
に
向
け

て
、
取
り
ま
と
め
案
に
つ
い

て
の
ҙ
見
を
ื
ू
す
る（
2þ

日
）

調
査
は
時
間
֎

࿑
ಇ
ن
੍
の
ద
用

な
ど
に
よ
る
ド
ラ

イ
バ
ー
不
（
２

０
２
４
年
問
題
）

を
見
ਾ
え
、
中
ܧ

༌
送
ڌ
点
の
普

ٴ
・
実
用
化
を
ਪ

進
し
て
い
く
た
め
の
も
の
。

回

期
ݶ
は
11
月
15
日
ま

で
。
ア
ン
έ
ー
ト
フ
Ỽ
ー
ム

（
東
ト
ڠ
ホ
ー
ム
ϖ
ー
δ
に

リ
ン
ク
先
を
ܝ
ࡌ
）で
回


を
入
力
す
る
。

極めて低い
3.0%（5）

希望より高い 0.0%（0）

低い
26.1%（43）
低い

26.1%（43）
少し低い
57.0%（94）
少し低い
57.0%（94）

希望通り
13.9%（23）
希望通り

13.9%（23）

届出済み
（みなし適用を含む）
53.6%（89）

届出済み
（みなし適用を含む）
53.6%（89）

届出する予定
9.6%（16）
届出する予定
9.6%（16）

届出しない 16.3%（27）

現行収受運賃料金と希望との
かい離状況（カッコ内回答数）

「標準的な運賃」の届出状況
（カッコ内回答数）

令和2年告示を
継続使用
20.5%（34）

令和2年告示を
継続使用
20.5%（34）

【グラフ①】

【グラフ②】

認められた
41.0%（25）
認められた
41.0%（25）

認められなかった
21.3%（13）
認められなかった
21.3%（13）

その他 6.6%（4）

「標準的な運賃」の荷主等への
交渉結果（カッコ内回答数）

継続し交渉中
31.1%（19）
継続し交渉中
31.1%（19）

【グラフ③】

合計回答数
１６６
事業者

合計回答数
61
事業者

合計回答数
165
事業者

ऩ
ड
ӡ
ủ

͍
Ứ͕
ÿý
ˋ

ӡಈௐࠪ東ト協࿈
ୈ �� ճ

標
準
的
な
運
賃
ಧ
ग़

̔
ׂ


ՙ
ओ
ͱ
ͷ

ަ
ব
݁
Ռ

ೝ
Ί
Β
Ε
ͨ
ûø
ˋ

˖９月分˖

શト協

ة
ݥ

ՙ
Է
͠
࣌
૬
ޓ

ཱ
会
͍
Ω
Ỿ
ϯ
ϖ
ồ
ϯ

11
月
１
～
1�
日

「
̴
φ
ス
ό
」
øù
݄
̍

։
ߨ

̣
̖
̨
̫
̖

��
݄
̍

͔
Β
ਃ
ࠐ
։
࢝

লަࠃ

中継輸送に関する
意向調査を実施
11月15日まで
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衆
議
院
選
挙

の
結
果
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、

気
に
な
る
の
は

石
破
新
政
権
の

経
済
対
策
。
な
か
で
も
、

中
小
企
業
に
と
っ
て
気
が

か
り
な
問
題
は
、
急
ピ
ッ

チ
な
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
だ
ろ
う
◆
石
破
首
相
は

所
信
表
明
演
説
で
、
最
賃

に
つ
い
て
「
２
０
２
０
年

代
に
全
国
平
均
１
５
０
０

円
」
の
実
現
を
目
指
す
と

し
た
。
岸
田
前
政
権
は
そ

の
達
成
時
期
を
「
２
０
３

０
年
代
半
ば
」
と
し
て
い

た
が
、
半
分
の
期
間
に
前

倒
し
し
て
達
成
を
目
指
す

方
針
だ
◆
た
だ
、
こ
の
目

標
に
は
疑
問
も
呈
さ
れ
て

い
る
。最
賃
は
近
年
、過
去

最
高
を
更
新
す
る
引
き
上

げ
が
続
い
て
い
る
が
、
目

標
達
成
に
は
こ
れ
を
上
回

る
引
き
上
げ
を
行
う
必
要

が
あ
る
か
ら
だ
。
支
払
い

能
力
の
観
点
か
ら
、
中
小

企
業
で
は
対
応
が
困
難
視

さ
れ
て
い
る
◆
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
な
ど
「
２
０
２
４

年
問
題
」
業
種
で
は
、
特

に
賃
金
改
善
が
急
が
れ
て

い
る
が
、
そ
の
原
資
確
保

が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
。

物
価
高
を
含
め
た
コ
ス
ト

増
が
続
く
が
、
そ
の
転
嫁

が
追
い
つ
い
て
い
な
い
た

め
だ
◆
こ
の
中
で
、
最
賃

の
大
幅
引
き
上
げ
を
先
行

す
れ
ば
、
経
営
を
一
層
圧

迫
し
、
厳
し
い
状
況
を
強

い
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。
賃
金
改
善
に
必
要
な

原
資
確
保
に
向
け
て
、
よ

り
踏
み
込
ん
だ
転
嫁
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

出
さ
れ
ま
し
た
。難
し
け
れ
ば
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て
ヒ
ン
ト
を

も
ら
え
ま
す
。

神
社
の
す
ぐ
先
は
、
那
珂
湊

お
さ
か
な
市
場
。
平
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
多
く
の
観
光
客
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ

で
海
鮮
丼
を
食
べ
て
か
ら
、
バ

ス
で
川
向
か
い
の
水
族
館
に
行

き
、の
ん
び
り
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
う
だ
謎
解
き
だ
と
思
っ
た

ら
、既
に
16
時
。那
珂
湊
駅
に
戻

り
、
急
い
で
終
点
の
阿
字
ヶ
浦

に
向
か
い
ま
す
。「
電
車
内
の

釣
り
革
広
告
を
見
て
パ
ズ
ル
を

解
け
」と
あ
る
の
で
す
が
、ヒ
ン

ト
が
阿
字
ヶ
浦
に
あ
る
の

で
す
。
帰
り
の
電
車
で
は

日
没
が
始
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
大
き
な
夕
日
が
さ
つ

ま
い
も
畑
を
赤
く
照
ら
し

な
が
ら
沈
ん
で
い
き
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ

る
だ
け
で
も
楽
し
い
で
す

が
、移
動
の
間
、パ
ズ
ル
を

解
い
て
過
ご
し
て
み
た

り
、
地
元
の
人
や
地
域
の

様
子
を
見
る
こ
と
で
、
旅

に
ち
ょ
っ
と
膨
ら
み
が
出

る
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
は
、茨
城
県
北
部
の
港
町

を
走
る「
ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道
」

の
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
、「
ひ
た
ち

な
か
探
偵
」に
参
加
し
ま
し
た
。

最
近
、街
を
歩
き
な
が
ら
の
謎
解

き
が
増
え
て
い
ま
す
が
、ロ
ー
カ

ル
線
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
勝
田
駅
ま
で
行
き
、同
じ

構
内
に
あ
る
ひ
た
ち
な
か
海
浜

鉄
道
の
窓
口
で「
ひ
た
ち
な
か
探

偵
」キ
ッ
ト
を
購
入
し
ま
す
。
冊

子
に
は
、「
謎
専
門
の
探
偵
事
務

所
に
一
人
の
高
齢
の
依
頼
主
が

現
れ
た
。
彼
は
過
去
の
記
憶
の
一

部
を
失
く
し
た
が
、鉄
道
の
車
窓

か
ら
見
え
る
景
色
を
覚
え
て
い

る
。
残
っ
て
い
る
手
が
か
り

は
暗
号
の
よ
う
な
も
の
が

書
か
れ
た
メ
モ
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。

忘
れ
て
い
る
も

の
は
何
か
大
切

な
記
憶
だ
っ
た

よ
う
な
気
が
す
る
、

と
い
う
彼
の
失
く
し
た
記

憶
を
取
り
戻
す
た
め
、
沿
線
を

巡
る
調
査
を
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
ず
は
、「
那
珂
湊
駅
に
向

か
え
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
地
元

の
稲
荷
神
社
を
訪
れ
る
ミ
ッ
シ

ョ
ン
が
発
生
し
ま
す
。
本
殿
手

前
の
４
匹
の
狐
に
た
ど
り
着
く

前
に
７
本
の
鳥
居
が
あ
り
ま
す

が
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
色
を
チ
ェ

ッ
ク
し
な
が
ら
、
メ
モ
に
あ
る

暗
号
を
解
け
」と
い
う
問
題
が

港
町
を
走
る
ロ
ー
カ
ル
線
で

　
　
　「探
偵
」
に
な
っ
て
謎
解
き
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2回

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
10
月
13
日

か
ら
、
中
央
線
快
速
・
青
梅

線
で
２
階
建
て
グ
リ
ー
ン
車

を
２
両
連
結
し
、
12
両
編
成

の
電
車
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
来
年
春
の

を
初
め
て
採
用
す
る
こ
と

で
、
東
京
駅
な
ど
折
り
返
し

駅
で
の
車
内
整
備
時
間
が
短

縮
で
き
る
そ
う
で
す
。ま
た
、

テ
ー
ブ
ル
・
ド
リ
ン
ク
ホ
ル

ダ
ー
を
備
え
、
現
代
で
は
必

須
と
も
言
え
る
電
源
コ
ン
セ

ン
ト
が
全
席
に
あ

る
だ
け
で
な
く
、

フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
―Ｆ

ｉ
の
利
用（
お
試

し
期
間
は
利
用
不

可
）も
可
能
で
す
。

グ
リ
ー
ン
車
の

導
入
に
当
た
り
、

中
央
線
の
各
駅
で
は
12

両
編
成
に
対
応
す
る

た
め
、
ホ
ー
ム
の
拡
張

工
事
が
実
施
さ
れ
る
な

ど
、
来
春
の
サ
ー
ビ
ス

開
始
に
向
け
て
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

早
速
、
グ
リ
ー
ン
車

を
見
に
行
っ
て
き
た
の

で
す
が
、
通
勤
ラ
ッ
シ

ュ
時
に
は
、
グ
リ
ー
ン

車
の
中
に
、
立
っ
た
乗

客
が
溢
れ
か
え
る
と
い

う
、
不
思
議
な
光
景
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
開
始
ま
で
の
間
、

「
グ
リ
ー
ン
車
お
試
し
期
間
」

と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
料
金
不

要（
普
通
車
扱
い
）で
利
用

で
き
ま
す
。

２
階
建
て
グ
リ
ー
ン
車
と

し
て
、
自
動
回
転
式
の
座
席

�+3தԝઢάϦʔϯं
தԝઢշɿ౦ژʙେ݄Ӻؒ
੨ɹകɹઢɿཱʙ੨കӺؒ

お
試
し
期
間
は

　
　
無
料
で
乗
車

中央線にグリーン車導入

「グリーン車お試し期間」は
2025年春まで実施

小
さ
か
っ
た
頃
の

記
憶
が
ふ
と
蘇
っ

た
。
大
き
な
船
が
太

平
洋
か
ら
大
西
洋

へ
、
そ
の
逆
も
で
き

る
の
が
不
思
議
だ
っ

た
。
ど
う
し
て
山
を

越
え
る
の
だ
ろ
う
か

と
。
懐
か
し
い
記
憶

を
思
い
出
さ
せ
て
く

れ
た
の
が
、
小
名
木

川
の
扇
橋
閘こ

う

門も
ん

を
通

る「
神
田
川
船
の
会
」

の
案
内
を
見
た
時
だ
。

コ
ー
ス
は
神
田
川
～

日
本
橋
川
～
隅
田
川

～
小
名
木
川
～
扇
橋

閘
門
～
隅
田
川
～
神

田
川
と
あ
り
、
小
名

木
川
と
扇
橋
閘
門
に

り
に
進
む
コ
ー
ス
を
行
く
と
、
途
中

で
悪
評
高
い
日
本
橋
の
上
を
通
る
高

速
道
路
の
地
下
化
工
事
に
伴
い
、
入

り
口
は
こ
の
辺
り
と
説
明
を
受
け
、

い
よ
い
よ
日
本
橋
の
上
に
青
空
が
よ

み
が
え
る
時
が
く
る
の
か
と
思
う
。

隅
田
川
に
架
か
る
、
最
も
美
し
い

橋
と
い
わ
れ
て
い
る
清
洲
橋
を
抜

け
、
小
名
木
川
と
隅
田
川
の
合
流
点

で
あ
る
萬
年
橋
か
ら
扇
橋
閘
門
に
向

か
う
。
日
に
よ
っ
て
潮
の
満
ち
引
き

で
水
位
が
変
化
す
る
の
だ
ろ
う
か

ら
、
今
日
は
ど
の
く
ら
い
水
位
が
変

化
す
る
の
か
、
船
の
動
き
は
ど
う
な

る
の
か
な
ど
興
味
津
々
だ
。

扇
橋
閘
門（
運
河
水
門
）は
小
名

木
川
の
新
扇
橋
と
小
松
橋
の
間
に
あ

っ
て
、
2
つ
の
水
門
で
東
西
の
水
位

差
を
調
節
し
て
船
が
運
行
で
き
る
よ

う
に
し
た
も
の
。
運
行
で
き
る
船
は

長
さ
90
㍍
、
幅
8
㍍
。
閘
門
の
上
に

赤
／
青
の
信
号
が
あ
り
、
青
点
灯
の

時
が
通
過
可
能
。

船
は
開
い
て
い
た
水
門（
前
扉
＝

高
さ
５
・
９
㍍
）を
通
り
、
長
さ
１

１
０
㍍
、
幅
11
㍍
の
閘こ

う

室し
つ

に
入
る
。

閘
室
は
前
扉
と
後
扉（
高
さ
＝
７
・

３
㍍
）に
挟
ま
れ
た
水
域
で
、
前
扉

を
入
る
と
そ
の
扉
は
閉
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
船
は
水
位
の
調
節
を
待
つ
こ

と
に
な
る
。
今
回
は
２
・
５
㍍
位
低

下
し
た
が
、
排
水
に
よ
る
低
下
の
変

隅
田
川
と
荒
川
に
囲
ま
れ
た
こ
の
地

は
有
数
の
工
業
地
帯
と
な
っ
た
が
、

地
下
水
や
天
然
ガ
ス
が
工
業
用
と
し

て
大
量
に
利
用
さ
れ
、
地
盤
沈
下
を

も
た
ら
し
て
し
ま
っ
た
。
水
害
が
起

き
や
す
く
な
っ
た
た
め
、
１
９
６
０

年
代
に
東
京
都
は
地
下
水
の
汲
み
上

げ
を
全
面
禁
止
し
、
水
門
を
設
置
し

て
隅
田
川
と
荒
川
か
ら
の
河
川
の
流

入
を
遮
断
す
る
た
め
、
扇
橋
閘
門
を

１
９
７
７（
昭
和
52
）
年
に
完
成
さ

せ
た
。
水
運
が
重
要
な
物
流
手
段
で

あ
っ
た
時
代
の
知
恵
か
ら
、
日
本
の

近
代
化
へ
と
人
々
の
努
力
を
思
わ
せ

て
く
れ
る
体
験
だ
っ
た
。

こ
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
も
っ
と

古
く
か
ら
そ
の
先
駆
的
な
も
の
が
江

戸
時
代
に
あ
っ
た
と
教
え
て
く
れ
た

人
が
い
た
。
埼
玉
県
の
見
沼
通
船
堀

（
さ
い
た
ま
市
）は
、
３
㍍
の
高
低
差

を
ク
リ
ア
し
た
と
い
う
。
そ
の
知
恵

を
今
度
見
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

化
は
感
じ
ら
れ
ず
、
護
岸
に

表
示
さ
れ
て
い
る
水
位
表
で

低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
ほ
ど
。
通
過
に
は
６
、

7
分
位
の
時
間
だ
。

後
扉
が
開
い
て
閘
室
を
通

過
し
た
ら
、
す
ぐ
に
Ｕ
タ
ー

ン
を
し
て
後
扉
か
ら
再
び
閘

室
へ
。
同
じ
こ
と
を
逆
側
か

ら
繰
り
返
す
の
だ
が
、
今
度
は
給
水

し
て
水
位
を
上
げ
て
い
く
。
護
岸
側

か
ら
水
が
増
え
て
い
く
動
き
が
見

え
、
増
水
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
前
に
い
る
船
の
位
置
が
前
扉

を
目
印
に
し
て
み
る
と
、
ど
ん
ど
ん

上
が
っ
て
い
っ
て
い
る
。
隅
田
川
側

の
水
位
が
高
く
、
反
対
側
の
水
位
が

低
い
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

昔
か
ら
の
知
恵
に

　
　
　
　ビ
ッ
ク
リ

は
て
？

隅
田
川
と
繋
が
っ
て
い

る
小
名
木
川
で
、
ど
う
し
て
こ
れ
ほ

ど
の
高
低
差
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
小
名
木
川
は
徳
川
家
康
が
江
戸

を
開
発
す
る
た
め
開
削
し
た
、
重
要

な
イ
ン
フ
ラ
運
河
だ
っ
た
。
小
名
木

川
と
結
ば
れ
た
先
は
千
葉
県
の
行
徳

で
、
そ
こ
は
当
時
大
き
な
製
塩
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

ど
う
し
て
水
位
差
が
で
き
た
の

か
。そ
れ
は
日
本
の
発
展
に
関
わ
る
。

目
立
つ
よ
う
色
が
施
さ
れ
て
い
た
の

は
今
回
の〝
目
玉
〟の
ア
ピ
ー
ル
だ
ろ

う
。
東
京
の
パ
ナ
マ
運
河
「
扇
橋
閘

門
」
は
機
会
が
あ
っ
た
ら
行
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
チ
ャ
ン

ス
を
生
か
そ
う
と
参
加
し
た
。

浅
草
橋
か
ら
出
船
し
て
反
時
計
周

東京の〝パナマ運河〟を体験
ミニミニサイズだが気分は上々

ᮙ

ɾ
ޙ
൶
／
①
は
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
閘
室
に
入
っ
た
時
の
水
位
、②
は
給
水
さ
れ

て
水
位
が
上
が
り
、閘
室
を
出
る
時
の
水
位
。前
の
船
の
高
さ
が
閘
門
を
目
印
に

し
て
上
が
っ
て
い
る
。

水位表ʗ؛ޢʹ͋りɺધ
ͷ্͕りɾԼ͕りΛ֬ೝ
Ͱ͖Δɻ

①

②

閘門・前扉


